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ま え が き

本 協 会 で はダ 最 近 の コン ピ ュー タの め ざ ま しい普 及 に伴 い コン ピ ュー タ教

育 の重 要 性 を認 識 し昭和44年5月 以来.コ ン ピ ュー タ教 育 に関 し教 育 問 題

研 究 委 員会(委 員 長 北 川敏 男氏)を 設け 調査 研究 を 進 め て きた が,こ のた

び 昭和45年 度 に お け る活 動 成果 を とbま と めた 「コン ピ ュー タ教 育 報 告書

第2集 」を 発 行 す る こ と と した。

、第2集 の 内容 は,L

{り)一 般 管理 者 向け 企 業 内 コン ピュー タ教 育 標 準 カ リキ ュ ラ ム

② 教 育実 習 用 コ ン ピュ ー タの コン パ イラ開 発 コ ン クール

に 関す る もので あ る。

(1)の 「一 般 管 理 者 向 け企 業 内 コ ン ピュー タ教 育標 準 カ リキ ュラ ム」 は,昭 和

44年 度 の 「再 教 育問 題 部 会(主 査 大 野達 男氏)」 にお いて提 言 した 企 業

的 教育 のた め の標 準 カ リキ ュ ラ ム の開発 を具 体 化 した もので,陸 年度 に作成

した 「一般 管 理 者 向 け企 業 内 コ ン ピ ュー タ教 育 標 準 カ リキ ・一ラエ」 ズず ル ト

ン に種 々検 討 を加 え.カ リキ ュ ラム の仕 様書 ともい うべ きF標 準 ガ リギ ュ ラ

ム の概要 」 を作成 し,こ れ に も とつ い て,指 導要 領 と もい うべ き 「一般 管 理

者 向 け企 業 内 コ ン ピ ュー タ教育 標準 カ リキ ュ ラム 」 を作成 した もので あ る。

{2}の 「教育 実 習用 コ ン ピ ュー タの コ ンパ イ ラ開発 コ ン クー ル 」 は.昭 和44

年 度 の 「大学 教 育 問 題 部 会(主 査 森 口繁 一氏)」 に お い て.検 討 され た二高

等学 校 に おけ る教 育 用 コソ ピ ュ今 夕 の標準 仕 様 に も とづ を,そ の構 想 を具 体

化 す る もの で あ っ て.ミ ニ ・コン ピ ュー タ用 のFORTRANコ ンパ イ=ラ開 発

を コン クー ル 方 式 で 実 施 す る こ とと した もので あ る。

以 上{1)teよ び ② の 開発 作業 は いず れ も昭 和46年 度 に継 続 してい るが;一

応 昭 和45年 度 の成 果 を こNに 収 録 した。

昭 和46年 ㌢月

財 団 法 人 日本 経 営情 報 開発 協 会
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標準 カ リキ ュラ ム作成 の 経 緯

本 年 度 は,前 年 度 に作 成 した 「一 般 管 理 者 向 け企 業 内 コ ン ピュー タ教 育標 三

準 カ リキ ュ ラ ム」一 ス ケ ル トン を示 した もの一 に則 り,種 々検 討 を加 え ,カ

リキ ュ ラ ムの仕 様 書 と もい うべ き 「標準 カ リキ ュ ラ ムの概 要 」(参 考 資 料1)

を作 成 した。 この 概 要 は,カ リキ ュ ラ ムに つい ての 基 本 理念 を明 ら か に し、

各教 科 の教 育 目的,相 互 関 係 全 体 と して の構 成 を具 体 的 に示 し,か つ 各 教 科

ご とに そ の 内容 を例 示 し,教 育 方 法 にっ い ての注 意 事 項 を指 摘 した もの で あ

る。

委 員 会 で は この概 要 に基 づい て指 導 要 領 と もい うべ き もの を.直i接 委員 会

の構 成 メ ンバ ー に よって 作成 す る こ と を意 図 したか,各 委員 と も時 間 的 な制

約が 多 くて,具 体 的 作 業 を進 め るこ とが 困難 とな ったの で,や む な く外 部 へ

委託 す る こ と と し,委 員 会 の承 認 をえ て この よ うな カ リキ ュ ラ ムの 作 成 π 経

験 と実 績 を有 す る(株)フ ジ ミッ クに 対 し,当 方の 仕様 書 に基 づ き,当 委 員

会 の意 図 に適 う よ うな カ リキ ュ ラムの 作成 を委 託 した。

この カ リキ ュ ラムは 本年2月 は じ めva完 成 しftの で,早 速,作 業 部 会 に お

い て検 討 しド をの 結 果(参 考 資 料2)を 付 して .本 委員 会 に お'いて,更 に検

討 を加 え た結果,Aコ ー スにっ い て は.教 科 の 構成 順序 とそ の 内容toよ び 時

間 配 分 に?き.か なb大 幅 な変 更 が 加 え らm(資 料3),'そ れ に 基 づWW

委託 作成 され た カ リキ ュ ラムの 改訂 を行 な って,当 委員 会の企 図 した カ リキ

ュ ラ ムを完 成 した 。
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参考 資料1一 ①

一般 管理者向け企業内 コンピュー タ教 育,

標 準 カ リ キ ュ ラ ム の 概 要

教育 目的

● コン ピュー タ時 代 に即応 した 一 般 管理 者 の研 修 を目的 とす る。

イ ン プ ッ ト 教 育 シ ス テ ム ア ウ トプ ッ ト

態 度

知 識

能 力

本 カ リキュラムに

よる 教 育 の 実 施

態 度 の 変 革

知 識 の 増 大

能 力 の 向 上

タ ー ≧

●

ア ウ トプ ッ ト

◎態 度の 変 革:コ ン ピュー タ時代 に対 処 す る一 般 管理 者 の役 割 の 認 識

:シ ステ ム的 思 考 態 度 の 通義

◎ 知 識 の増 大:情 報処 理 シ ス テ ム

:デ ー タ ・プ ロセ シ ング(含 コ ン ピュー タ)

:マ ネ ジ メン ト・・サ イエ ンス

◎能 力の 向上:プ ロジ ェ ク ト・マ ネジ メン ト

:情 報 の 評 価 能 力

鳴 標 準 カ リキ ュ ラ ムの基 本 的考 え 方

コ ン ピ ュー タ時 代 の 一 般 管 理 者 匠 と って 重 要 な こ と は,コ ン ピ ュー タ を基

礎 と し た ブ ・ジ エ ク トに継 続 的 に 関 連 を もつ と と も に.プ ロ ジ ェ ク ト ・マ ネ

ジ ャ と して リー ダ ・シ ッ プ を 発 揮 す る こ と で あ る。

一3一.



そ の た め に は・ 従来 の縦 割 り組 織 に対 す る マネ ジ メ ン トの考 え 方 を根 本 的

に改 め・ シ ス テ ム概念 を基 本 と した プ ロジ ェ ク ト ・マネ ジ メ ン トに関 す る基

礎 知 識 を習 得 す る と と もに,プ ロジ ェ ク ト推 進の 能 力 を身 につ け る必 要 が あ

る。

そ こで ・ この カ リキ ュ ラ ムで は,「 プ ロジ ェ ク ト・マ ネ ジ メン ト」 π関 す

る知 識 の 習得 と能 力 の 向上 を図 る こ とを最 大 の 目標 と し.プ ロジ ェ ク トを推

進す るた めの手 段 と して.「 情 報 処 理 シ ス テ ムの 活 用 」 に 関 す る 知識,「 マ

ネ ジ メン ト・サ イ エ ンスの 応 用 」 π関 す る知識,お よび,「 カ レン ト ・ トピ

ック ス」 と して コ ン ピュ ー タに 関す る最 新 の動向 を教 え る もの とす る。

また・ コ ン ピュ ー タお よひ デー タ ・プ ロセ シ ングに関 す る知識 に つ い て は,

「デ ー タ ・プ ・セシ ング概 説 」 と して情 報 処理 シ ス テ ムの 中 に 位置 づ け て教

え る もの とす る。つ ま り,コ ン ピ ュー タお よび デ ー タ ・プ ロセ シ ング に関 す

る概 念 を,単 独 π教 え るの で は な く,プ ロジ ェ ク トを推進 す る一 手 段 として

の情 報 処 理 シ ステ ムの 中の 一環 と して教 え る所 に特 徴 が あ る。

,

プ ロ ジ ェ ク ト ・ マ ネ ジ メ ン ト

情報処理システムの活用 マ ネ ジ メ ン ト ・サ イエ ンスの応 用 カ レ ン ト ・ ト ピ ッ ク ス

デー タ ●プ ロセシ ング概 説 `

・-4一
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科 目 別 ・ コ ー・ス の 時 間 割 当

コ ー ス

科 目
Aコ ー ス Bコ ー ス Cコ ー ス

〔講 義 〕

1.デ ー タ ・プ ロセ シ ン グ 概 説 3H 3H 一

2.情 報 処 理 シ ステ ムの 活 用 7H 4H 5～10H

(別 称:シ ス テ ム設 計)

5マ ネ ジ メ ン ト ・サ イ エ ン ス の 応 用 一 4H 6～8H

4.カ レ ン ト ・ ト ピ ッ ク ス 3H 一 3H

5.プ ロ ジ ェ ク ト ・ マ ネ ジ メ ン ト 8H 3H 7H

6プ ロ グ ラ ム ・実 習 一 一 2～6H

計 21H 14H 23～34H'

　　 　 　 　

〔自 習 〕

Zデ ー タ ・プ ロセ シ ン グ 概 説 4H 一 一

8.情 報 処 理 シ ス テ ムの 活 用 4H 一 『

(別 称:シ ステ ム設 計)

計 8H 一 一

合 計 29H 14H 23～34H

㌔一5一
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科 目 別 ・ コ ー ス の 目 的

〉

～

co

コ ー ス

科 目 A B C

〔講 義 〕
〇 一

コ ン ピ ュ ー タ お よ び ア デ ー タ ・ プ ロ セ シ ン グ ・

一 夕 ・ プ ロ セ シ ン グ に シ ス テ ムに関 す る具 体

1.デ ー タ ・プ ロセ シ ン グ 概 説 関す る基礎知識 を習得 的事 例 を研究 す る

す る

3H 3H

情報処理 システムの活 情報 処 理 シ ステ ムの 活 自社 における情報処理

2.情 報処 理 シ ステ ムの 活 用 用 に関する基礎 知識 を 用 に関す る技術的問題 シ ステ ムの 活 用例 にっ

(別 称:シ ス テ ム設 計) 習得 す る, を取 扱 う い て研究 す る一

7H 4H 5～10H
、

マ ネ ジ メ ン ト ・ サ イ エ マ ネ ジ メ ン ト ・ サ イ エ

ンス γ関 す る基 礎 知 識 ン スの応 用 π 関 す る具

3、 マ ネ ジ メ ン ト ・サ イ エ ン ス の 応 用 を習得 す る 体 的事例(自 社例 お よ

ぴ各 社の事例)を 研究

す る

4H H6～8

コ ン ピ ュ ー タに 関 す る 自社 に 関 す る コ ン ピ ュ

最 近の一般的動向 を研 一 夕関係 の新 技 術 を研

4.カ レ ン ト ・ ト ピ ッ ク ス 究 す る 究 す る

3H 3H

プ ロ ジ ェ ク ト ・マ ネ ジ プ ロ ジ ェ ク ト ・マ ネ ジ プ ロ ジ ェ ク ト ・マ ネ ジ

メ ン トκ関 す る全般 的 メン ト匠関 す る各 社の メ ン トに関 す る 自社例

5.プ ロ ジ ェ ク ト ・ マ ネ ジ メ ン ト 基礎知識 を習得 する 具体的事例 の研究 を行 を研究 する

な う

8H 5H 7H

プ ロ グ ラム を実 際 π組
、1

む こ と に よっ て コ ン ビ

6.プ ロ グ ラ ム 実 習 ユ 一 夕の 概 念 を具 体 的

に理解 する
H

.2～6

計 H21 14H 25～34H

〔自 習 〕 コ ン ピ ュ ー タ お よび デ

●一 夕 ● プ ロ セ シ ン グ に

Zデ ー タ ・プ ロセ シ ン グ 概 説
こ

関す る基礎知識 を補 足

す る

4H

情 報 処理 シ ス テ ムの活

8.情 報処 理 シ ス テ ムの 活 用 用に関する基礎 知識 を

(別 称:シ ス テ ム設 計)
シ=

補 足す る

4H

計 8H 『 一

'

合 計 H29 †4H 23～34H

一 一





5-Bマ ネ ジ メ ン ト ・サ イエ ンス の応 用Bコ ース(4H)

目的:マ ネ ジ メ ン ト ・サ イ エ ン スの 応 用 に 関 す る基 礎 知 識 を習 得 す る。

プ ロジ ェ ク トを計 画 し,組 織 し,統 制 す るた め に利 用 で き る マ ネ

ジ メ ン ト ・サ イ エ ンス の 応用 に関 す る基礎 知 識 を 習得 す る こ どを

目標 とす る 。

内容:例 示

o統 計 ・確 率

O最 適化手 法

o待 合せ 手 法

Oゲ ー ムの理 論

。 ネ ッ トワー ク手 法

◎ 情 報検 索 手 法

教材 ・教育方法:テ キス トを中心 とした講義形式 をとるが,教 育効果 を高め

るために,適 宜演 習問題 を織 り込 む など適 当な視聴 覚媒体 を活用す る

ことが望 ま しい。

仏

注1.)こ の コー スで は.プ ロジ ェ ク トを マネ ジ メ ン トす る上 で.マ ネ ジ

メン ト・サ イ エ ンス手 法 の 適 切 な応 用 が 図 れ る こ とを 目標 とす るの

で あ るか ら、 前 記 内容 の うち,目 標に 即 した もの を幾 つ か ピッ クア

ップ して解 説 す る こ とに な ろ う。

また,前 記 内 容 の うち,例 えば,最 適化 手 法 につ い て は制 限条 件,

目的 関数 とは何 か を認 識 させ,方 程 式 を立 て る ところ まで を教 え る。

・・一一9嶋



注2.)

O

O

O

O

テ キ ス トの 開 発

上 記 テ キ ス トを用 い ての教 育方 法 に関 す る マ ニ ュ アル の 作成

参 考 図 書 の 推薦

視 聴 覚媒 体 の 推薦

ム

ー一10一



5-Cマ ネ ジ メ ン ト ・サ イエ ンス の 応 用Cコ ー ス(6～8H)

目的:マ ネ ジ メン ト ・サ イエ ン スの 応 用 に 関 す る具 体 的 事 例一 自社 例 お よび

各 社 の 事 例一 を研究 す る。

事 例 研 究 を通 じて,Bヨ ー スで=習得 した 基 礎知 識 を具 体 的 がつ 応

用 の 図 れ る体 系 的 知 識 とす る こ とを 目標 とす る。

内容:例 示

O経 営 現 象 理 解 の た め の手 法

o計 画 の た めvp手 法

Oコ ン トロー ルの た めの手 法

等 を応 用 した 自社 ● よぴ 各社 の事 例 の研 究

教材 ・教 育 方 法:教 育効 果 を高 め る た めに,適 宜演 習 問 題 を織 り込むな ど.適

当な視 聴 覚 媒 体 の 活 用 を図 るこ とが 望 ま しい 。

注1.)応 用 の 図 れ る体 系 的 知 識 の 習得 を 目標 とす るの で ある か ら,一 般

管 理 者 が最 も応用 し易 い 形 に手 法 を分類 して 教 え る必 要 が あ る。

`
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4-Aカ レン ト・トピックスAコ ース(5H)

目的:コ ン ピ ュ ー タ に 関 す る最 新 の 一 般 的 動 向 を研 究 す る。

ハ 〒 ドウ ェ ア.ソ フ トウ ェ ア お よび コ ン ピ ュ ー タ利 用 に 関こす る一一

般 的 な 新 動 向 を研 究 す る 。

内容:例 示

1.

o

o

o

o

ハ ー ドウ ェ ア の 動 向

新 機 種,新 製 品

経 済 的 傾 向

大 型 機 集 中 と 小 型 機 分 散

リモ ー ト ・タ ー ミナ ル'お よび デ ー タ通 信 の 利 用

2、 ソ フ ト ウ ェ アの 動 向

Oオ ペ レ ー テ ィ ン グ ・シ ス テ ム

◎ 高 級 レベ ル 言 語

Cア 一 夕 ・マ ネ ジ メ ン ト ・シ ス テ ム

Oソ フ トウ ェ ア の 特 許 問 題

Oハ ー ド ウ ェ ア お よび ソ フ トウ ェ ア の 価 格 分 離

3.コ ン ピ ュ ー タ利 用 の 動 向

O共 同 利 用 と個 別 導 入

Oコ ン ピ ュ ー タの ネ ッ ト ワー ク

教 材 ・教 育 方 法=教 材 と して,コ ン ピ ュー タ関 係 の新 技術 に関 す る新 聞 ・雑

誌 等 の 切抜 き を活 用 し,新 しい 動 向 を紹 介 す る。
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b

■

参考資料1一 ②

一 般 管 理 者 向 け企 業 内 コ ン ピュー タ

教 育 標 準 カ リキ ュ ラ ム(案)

1-Aデ ー タ ・プ ロ セ シ ン グ概 説Aコ ー ズ(ろH)

目 的:コ ン ピ ュ ー タお よび デ ー タ ・プ ロ セ シ ン グ 〃τ関 す る基 礎 知 識 全 般 を 習

得 す る。

コ ン ピュ ー タ 部 門 との 円滑 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン を 可 能 π す る と と

もに,コ ン ピ ュ ー タ お よび デ ー タ ・プ ロセ シ ン グ に 関 す る基 礎 的 文

献 の 理 解 を可 能 に す る た め に,コ ン ピ ュ ー タ ● よぴ デ ー タ ・プ ロセ
,

シ ン グ に 関 す る 基 礎 知 識 を 習 得 す る 。

内 容:例 示

1.コ ン ピ ュ ー タ

o

o

o

o

o

o

o

o

2.デ ー タ ・ プ ロ セ シ ン グ

O

O

コ ン ピ ュー タの 歴 史

コ ン ピュー タの 原理 と構 成

入 力装 置

中央処 理 装 置

出 力装 置

デ ー タ伝 送

ソ フ トウェ ア

ア プ リケー シ ョン

さ 　

ハ ッ チ ・ フ 白 老 ス

リ ア ル ・ タ イ ム ・ プ ロ セ ス

ー-V3r. _



O情 報 の 蓄 積 と検 索

oTSS(含,コ ン ピ ュ ー タ ・ユ ー テ ィ リテ ィ)

oコ ン ピ ュ ー タ エ イ デ ッ ド ・デ ザ イ ン

教材.教 育 方法:テ キ ス トを中心 と した講 義 形 式 を とる が・教 育 効果 を高 め

るた めに適 当 な視 聴 覚 媒 体 を活 用 す る こ とが望 ま しい。

注1)教 育 内 容 と して,情 報 処 理 シ ステ ム形 成 の 中核 とな る コ ン ピュー

タお よび デ ー タ ・プ ロセ シ ング に関 す る重 要 概念 澄 よび用 語 の 解 説

に重点 が お かttる こ と とな ろ うが,そ の場 合,単 に重要 概 念 ・用 語

を羅 列 的 に説 明 す るの で は互 く,例 え」ま,コ ン ピ ュー タ・IS'よび ア一

夕 ・プ ロセ シ ング π関 す る概 念 を,プ ロ.ジェク ト ・マ ネ ジ メ ン ト推

進上 重 要 な機 能 を果 す情 報 処 理 シ ス テ痴の 中 π位 置 づ け て説 明 す る

とか,コ ン ピュ ー タの発 展 が企 業 経 営 および 一 般 管理 者 に ど の よ う

な影響 を及ぼ し,才 た,将 来 及ぼ そ うと して い る古 とい⇔ た こ と と

関連 づ け て体 系 的 に説 明 す る必 要 が あ る。

注2)こ の コー スで は.集 合 教 育 の時 間 的制 約 か ら..、講義 〆他 院 自習 形

式 を とる よ うに な って い るの で.両 者の 内容 区分 を明確 ↓τ'する必 要

が あ る。例 えば 講 義 で は基 本 概 念 の解 説 を主 と し,自 習 で は基 本 概

念 か ら派 生 す る問 題 の 学 習 を行 な うとか,あ るい は,解 説 を必 要乏

す る もの は講義 で 行 な い,読 ん で 理解 で きる内容 は 自習 匠 まわ寸 な

どの 方 法 が あ ろ う。 才 た,自 習 げは プ ログ ラ ム学 習 テ キ ス トを開 発

し,ま たは 利 用 す る こ とか望 ま しい。

注3)

o

o

o

o

テ キ ス トの 開 発

上 記 テ キ ス トを用 い ての 教 育 方 法 に関 す る マ ニ ュア ル の 作成

参 考 図書(含,プ ・グ ラ ム学 習 書)の 推薦

視聴 覚媒 体 の 推薦
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1-Bデ ー タ ・プ ロセシ ン グ概 説Bコ ース(5H)

目 的:デ ー タ ・ブ ・セ シ ング ・シ ス テ ム に関 す る具 体 的 事例 を研 究 す る。

事 例 研 究 を通 じて,Aコ ー スで 習 得 した基 礎 知 識 を具 体 的 かつ応 用 の

図ttる 知識 とす る こ とを 目標 とす る。

内容:例 示

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

販 売 管理

在庫 〃

生 産 〃

購 買 〃

原価 〃

財 務 〃

人 事 〃

受 注発 注 管 理.

トー タル ・シ ス テ ム

経 営 計 画 設計

業 種別 ア プ リケ ーシ ョン

`

教 材.教 育方 法:テ キ ス トを中 心 と した講 義 形 式 をと るが・ 教 育 効 果 を 高 め

るた めに.適 宜演 習 問題 を鋤 込 む とか ・ 適 当 な、髄 覚 媒 体 を 活 用 す

る ζと が 望 まし い 。

注1)Aコ ー スで 習 得 した 知 識 を具 体 的 かつ 応用 力 の 図mる 知 識 とす る

た め に事例研 究 を行 な うので あ るか ら,こ の 目的に 最 も即 した もの

を前 記 内容 の 中 か ら2～3選 ん で研 究 する こ とに な ろ う。 従 って ・

A社 の○ ○ シ ステ ムの 事 例 そ の もの を紹 介 する よb・も・.例 え ば ・ 販
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売管理 に利用 した場合 にぽ,こ うい うシステ ムにな ク,ど の部分で ど多い

う概念が用い られ てい るか とい った ことを紹 介す ることに なろう。 ・、

注2)

oテ キス トの 開発

O上 記 テ キ ス トを用 い ての教 育 方 法 に 関 す る マ ニ ュアルの 作 成

o'参 考 図 書.代 表 的 業 種別 ア プ リケーシ ・ンの 推薦

O視 聴 覚 媒 体 の 推薦

i
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2-A情 報 処 理 シス テ ムの活 用Aコ ー ス(7H)

(別 称:シ ステ ム設計)

目的:情 報処 理 シ ステ ムの 活 用 に関 す る基礎 知 識 を習得 す る。

プ ・ジ ェ ク トの 推 進上 ,重 要 な機 能 を もつ 情 報処 理 シ ス テ ム の必 ・

要 性,あ り方 につ い て の 理解 を 図 る とと もに,コ ン ビ 三一 タを ベ

ー ス と した情 報 処 理 シ ス テ ム設 計上 の 基本 的方考 え カ
,手 順,'お

よび運 用等 に関す る基礎 知識 を習得 する ことを目標 とする。

内容:例 示

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

情 報処 理 シ ス テ ムの 必 要 性,あ り方

現状 調査

現状 分析

シ ス テ ム設 計

コー ド設 計

ア ウ トプ ッ ト設 計

イ ン プ ッ ト設 計

プ ア イル設計

エ ラー ・チ ェ ック方 法 の 設計

シ ステ ム運 用

`

教材 ・教 育 方 法:テ キ ス トを 中心 と した講 義 形 式 を とるが,教 育 効果 を高 め

るた めに 適宜 演 習 問題 を織 り込 む か.適 当 な 視 聴 覚媒 体 を活 用 す る

こ とが 望 ま しい。

注1.)講 義 の 他 に 自習 形 式 を と る よ うに な ってい るの で,両 者の 内 容 区

=1ア 』



注2.)

分 を明確 に す る必 要 が あ る。例 え ば,講 義 で は 基本 概念 の解 説 を主

と し,自 習 では 補 足 的 概念 の 学習 を主 とす る・

O

O

O

o

テ キ ス トの 開発

上 記 テ キ ス トを 用い ての教 育 方 法 に関 す る マ ニ ュアル の作 成

参 考 図書(含,プ ログ ラ ム学 習書)の 推薦

視 聴 覚 媒体 の 推薦

'
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2-B,情 報 処 理 シス テ ムの活 用Bコ ー ス(4H)

(別 称:シ ステ ム設 計)

目・的:・情 報 処理 シ ス テ ムの 活 用 に関 す る技 術 的 問題 を取 扱 う。

情 報 処理 シ ス テ ムの 活 用(設 計)匹 関 し,プ ・セ ス ・チ ャー トの作

成 か らオペ レ ー シ ョン指 図 書 の作 成 に至 る 一連 の 技 術的 問題 の知 識

を習 得 す る こと を 目標 とす る。

内容:例 示

O

O

O

O

O

O

O

O

ISOの 記 号

プ ロ セ ス ・チ ャ ー トの 作 成

プ ロ グ ラ ム ・ フ ロ ー ・チ ャ ー トの 作 成

プ ロ グ ラ ミン グ

テ ス ト ・デ ー タ の 作 成

デ ィバ ッ グ

オ ペ レ ー シ ョン 指 図=書 の 作 成

実 施 上 の 注 意

教材.教 育方 法:テ キ ス トを中心 とした講 義形 成 を とるが ・ 教 育 効果 を高 め る

た め に適 宜演 習 問題 を織 り込 む こ とが 望 ま しい。

注4.)

O

O

O

O

テ キ ス トの 開 発

上 記 テ キ ス トを用 い ての 教 育方 法 に関 す る マ ニ ュア ルの作 成

参 考 図 書 の 推薦

視 聴 覚媒 体 の 推薦
一19一



2-C情 報処 理 シス テ ムの活 用Cコ ー ス(5～10H)

(別 称:シ ス テ ム 設 計)

目的:自 社 にお け る情 報 処理 シ ステ ムの活 用例 につ い て研究 す る。

自社 にお け る情 報 処 理 シ ス テ ムの活 用 にっ い て の研 究 を 通じ て,

A,Bコ 三 スで習得 し尭蟻 報処 理 シ ステ ム の活 用 に関 す る基 礎 的

　

お よび技術的知 識を,具 体的かつ応用 の図れ る知識 とする ことを

目標 とす る。

内 容:例 示

O自 社 の コ ン ピ ュ・一夕 ・シ ステ ムの説 明

O自 社の コ ン ピ ュー タ室 の役 割

O自 社 シ ス テ ム開発 の 手順

o自 社 の ア プ リケ ー シ ョンの 説明

O自 社 の 将 来 計 画

教材 ・教 育 方 法:自 社 シ ステ ム を研 究 す るの に最 も有 効 な教 材 一 例 え ば ス ラ

イ ド等 一 を活 用 す る と と もに,適 宜演 習問 題 を織 味込む 之 とが望 ま し

い 。

・』2θ ・一



注1.)一 般 管 理 者 が コ ン ピ ュー タ新 時 代 に対 処 す る態 度 を育 成 し,コ ン

ピュー タの 有 用 な活 用 が 図 れ る こ とを 目標 とす るの で あ るか ら,前

記 内容 の 中 か ら この 目的 に最 も即 した もの を ピ ック ア ッ プ して最 新

の デー タを集 め る必 要が あ る。

注2.)新 聞,雑 誌 等 の 切抜 き は,絶 え ず 最 新 の もの に更 新 す る必要 か あ

る。

■

●

■
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4-Cカ レ ン ト ・ トピ ック スCコ ー ス(5H)

目的:自 社 お よび他社 の コ ン ピュー タ関係 の新 技 術 を研 究 す る。

コン ピ ュー タ関係 の新 技 術 が,自 社 お よび 同業 他 社 で ど の ように

利 用 さ れ,利 用 され よ う としてい るか を具 体 的 に研 究 す る。

内容:例 示

O同 業種 におθナる新技術 の利 用状況(海 外例 も含 む)

O自 社 における新技術 の利用状 況 と将来計 画

。 社内 システ ムのあ り方

●

教材 ・教育方法:教 育効果 を高め るために,適 宜演 習問題 を織込 む とか,通

な視聴 覚 媒 体 の 活 用 を図 る こ とが望 ま しい。

二「22=



5-一 －Aプ ロ ジ ェ ク ト ・マ ネ ジ メ ン トAコ ー ス(8H)

●

目 的:プ ロジ ェ ク ト ・マ ネジ メ ン トに関 す る全 般 的 基礎 知 識 を習 得 す る。

プ ロジェク トを進 ず るた めに は,従 来 の 縦割 り組織 π対 す る マ ネ ジ

メン トの考え方を根本 的 に改 め る必 要 が あ る。そ こで,シ ス テ ム概

念 を 中核 と した プ ロジ ェ ク ト ・マ ネ'ジメ'ン トに 関 す る全 般 的 基 礎

知 識 を 習得 す るこ とを 目標 とす る。

内容:例 示

O

O

O

O

O

対象業務の選定

推進組織の確立

・ トッ プ の リ ー ダ ・シ ッ プ

・ 組 織 の 組 み 方

・ 要 員 計 画

採 算 性 の 問題

コ ン ピ ュー タ導 入 の 問題(情 報 シ ステ ム の確 立)

経 営 シ ステ ム の要請 と制 約

教 材 ・教 育 方法:テ キ ス トを 中心 と した講 義 形 式 を とるが.教 育効 果 を高 め

るた め に,適 宜 演 習 問題 を織 込む とか,摘 当 な視聴 覚 媒 体 を活 用 す る

こ とか望'ま しい。

注1.)コ ン ピ ュ ー タ を 中 核 と す る 新fvJt-:プ ロ ジ ェ ク トの 開 発 に 際 し,

一 般借'理 者 が プ ロジ ェ ク ト ・マ ネ ー ジ ャ と し て.リ ー ダ ・シ ッ プ を

発 揮 で き る こ と を 目 標 とす る の で あ る か ら,こ の 目標 π 即 し た 教 科

内 容 と す る 必 要 が あ る 。

注2.)

Oテ キス トの 開 発
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O

O

O

上 記 テ キ ス トを用 い ての 教 育 方 法 に関 す る マニ ュ・アルの 作 成

参考 図書 の 推薦

視 聴 覚媒 体 の推薦

●
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5-Bプ ロ ジ ェ ク ト ・マ ネ ジ メ ン トBコ ー ス(5H)

目的:プ ロジ ェ ク ト ・マ ネ ジ メ ン トに関 す る各 社の具 体 的事 例 の研 究 を行 な

う。

代 表 的 な事 例研 究 一 国内 のみ な らず 外 国 も含 む 一 を行 な うこ とに

よって,Aコ ー スで 習得 した 基礎 知識 を具 体 的 かつ 応 用 の 図れ る

体 系 的 知 識 とす る こ とを 目標 とす る。

内容:例 示

OAコ ー ス全 般 に 関す る事例 の研 究 を行 な う。(国 内 のみ な らず 外

国 の 事例 も含 む)

教材 ・教 育 方 法:テ キ ス トを 中心 とした 講義 形 式 を とる が,教 育 効果 を高 め

る た め に。 適 宜演 習 問題 を織 込 む とか,適 当 な視 聴 覚媒 体 を活 用 す る

こ とか望'ま しい。

注1.)事 例 の紹 介 を行 な う場 合,Aコ ー スの 基礎 知 識 全般 を カバー す る

事 例 が ない と き には,各 テ ー マ ご とに特徴 の あ る事 例 を個 々 に紹 介

し,全 体 と して ま と ま った 内容 とす る必 要が あ る。

注2.)

Oテ キ ス トの開 発

。 上 記 テ キ ス トを用 い ての 教 育 方 法 に関 す るマ ニ ュアル の作 成

O参 考 図書 の 推 薦

。 視 聴 覚 媒 体 の 推 薦

一=25=



5-Cプ ロジ ェ ク ト ・マ ネ ジ メ ン トCコ ース(7H)

目的:プ ロジ ェ ク ト ・マ ネ ジ メ ン トに関 す る 自社 例 を研 究 す る。

自社 に お け る プ ・ジ ェ ク ト ・マ ネジ メ ン トの事 例研 究 を通 じて,

A,Bコ ー&で 習得 した知 識 を 自社 シ ス テ ム に応 用 の で きる知識

、 とす る と と もに,自 社 に おけ る新 シ ス テ ム の動 向 を把 握 し,新 プ

ロジ ェ ク ト.に対す る提 案 が 行 なえ る こ とを 目標 とす る 。

さ らに,コ ン ピ ュー タの導入 が組織 等 に及 ぼ す影 響 につ い て の知

識 を 習得 す る こ とを 目標 とす る。

●

内容:例 示

o

O

O

O

O

自社 の ブ ・ジ ェ ク ト ・マ ネジ メン ト推 進 の歴 史(コ ン ピュー タ室

を 中心 と した)

現行 シ ス テ ムの評 価

新 シ ステ ムの要 請

新 プ ロジ ェ ク ト ・チ ー ムの組 み方 股っ い ての提 案

コ ン ピ ュー タの 導 入 が組 織 等 に及ぼ す影 響

教材 ・教 育 方 法:自 社 シ ス テ ム を研 究 す るの に最 も有効 な教 材 一 例 えば ス ラ

イ ド等一 を活 用 す る と と もに,適 宜演 習 問題 を織 込 む こ とが 望 ま しい。

占
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6--Cプ ロ グ ラ ム 実 習Cコ ー ス(2～6H)

目的:プ ログ ラ ムを実 際 に組 む こ とに よって,コ ン ピ ュー タの 概念 を具 体 的

κ理 解 す る。

プ ログ ラ ム の組み 方 を会 得 す る と と もに,プ ログラ ム の組み 方 を

通 じて.講 義 お よび 自習 で 習 得 した コ ン ピ ュー タの概 念 を具 体 的

に理 解 す る。

内容:例 示

教材 ・教 育方法:
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〔自習 〕

7-・一－Aデ ー タ ・プ ロ セ シ ン グ概 説(自 習)Aコ ー ス(4H)

目的:コ ン ピュー タお よび デ ー タ ・プ ロセ シ ング に関 す る基礎 知識 を補 足 す

る。

自習 を通 じ て,デ ー タ ・プ ・セ シ ン グ概 説 に関 し て講 義で 習得 し

た基 本 概 念 の復 習 を行 な う と と もに,基 礎 知 識 を補 足 す る 。

内容:例 示

教材 ・教育方法

注1.)自 習 用 と して,プ ログ ラ ム学 習 テ キ ス トを開 発 す るか,ま た は既

存の プ ログ ラ ム学 習 書 を利 用 す る ことが望 ま しい 。

注2.),

o自 習 用 テ キ ス トの 開発

O上 記 テ キ ス トを用 い での教 育方 法 に 関す る マ ニ=ア ルの 作成

一28-
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〔自習 〕

8-A 情 報処理 シス テムの活 用(自 習)Aコ ース(4H)

目的:情 報処 理 シ ス テ ムの 活 用 に 関 す る基 礎 知 識 を補 足 す る。

自習 を 通 じて,情 報処 理 シ ス テ ムの活 用 に 関 して講 義 で 習 得 した

基本概 念 の 復 習 を行 な うと ともに,基 礎 知識 を補 足 す る。

4

内容 言例示

教材 ℃教 育方 法:

●

注1・)自 習 用 と して プ ログ ラ ム学 習 テ キ ス トを開 発 す る か,

φ プ ログ ラム 学 習 書 を利 用 す るこ とが望 ま しい。

注2.)

または既 存

O自 習 用 テ キス トの 開 発

O上 記 テ キ ス トを 用 い て の教 育方 法 に関 す るマ ニ ュア ルの 作 成
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参 考資 料2.

カ リキ ュ ラムに対 す る作業 部 会 の 主 な意 見

46.5.16(火)

作 業 部 会46.2.19

出 席 者 新 井,石 崎,後 藤,鈴 木 各 委 員

1.カ リ キ ュ ラ ム 全 般 に つ い て

川 各 コ ー ス間 の 連 携 か 不 十 分

と く に,「 プ ロ ジ ェ ク ト ・マ ネ ジ メ ン ト」 と,「 デ ー タ ・プ ロ セ シ ン

グ 概 説 」 お よび 「シ ス テ ム設 計 」 との 間 に,断 層 が あ りす ぎ る。

〔対 策 〕

こ の 断 層 を埋 め る た め に.例 え ば 上 記 二 者 の 問 に 「情 報 シ ス テ ム と

コ ン ピ ュ ー タ」 と い っ た 科 目 を新 た に設 け る か.あ る い は 「シ ス テ

ム ・マ ネ ジ メ ン ト と 情 報 シ ス テ ム 」(50頁)の 項 を 上 記 目的VC合

わ せ て 修 正 す る。

第3案 と し て,プ ロ ジ ェ ク ト ・ マ ネ ジ メ ン トをBコ ー ス に 移 し,B

コ ー ス の 「デ ー タ ・プ ロセ シ ン グ」 お よび 「シ ス テ ム 設 計 」 をAコ

ー ス 匠 移 し換 え る
。

② コ ン ピ ュ ー タ は,ど うい う場 合 に 使 えば 最 も メ リ ッ トが あ が るか ピ い

っ た コ ン ピ ュ ー タ 化 の メ リ ッ トを教 え る 側 面 か 必 要 で あ る 。

2.デ ー タ ・プ ロセ シ ン グ 概 説 に つ い て

(1)コ ン ピ ュー タの 利 用 面 か ら,世 代 別 分 類 を 行 な う必 要 が あ る 。

3.マ ネ ジ メ ン ト ・サ イ エ ン ス

(1)内 容 が 難 解 す ぎ る 。

4.プ ロジ ェ ク ト ・ マ ネ ジ メ ン ト

(1)コ ン ピ ュー タ教 育 とい う カ テ ゴ リー の 中 で,「 プ ・ジ エ ク ト ・マ ネ ジ

メ ン ト」 の 内 容 を ど の 程 度 ま で 教 え る必 要 か あ る の か 疑 問 で あ る。
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(2)用 語 を統 一 す る。 例 えば.シ ステ ム ・マネ ジ メ ン トを プ ロジ ェ ク ト ・

マ ネジ メ ン トva統 一齢す る(35頁)。

また,こ れ ら用 語 の定 義 を明 確 に す る。

5,講 師 用 テ キ ス トの開 発

(1)講 師 の個 人 差 に よ って生 ず る教 育効 果 の パ ラつ きを整 え るた めにb講

師 用 テキ ス トを 開発 す る必要 かあ る。

そ の 方 法 と して は,本 委 員 会委 員 が 当る か.ま たは.カ リキ ュ ラ ムの 開

発 担 当 者 を講 師 と して テ ス ト的 セ ミサ ーを 行二ない.そ の 講 義録 を参 照 に

して作 る こ とな どが考 え られ る。

`

■
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参考資料5

「改訂 」 科 目 別 ・ コ ー ス の 目 的 と 時 間

"

倒
～

ω

△

コ ー ス

科 目
A B C

し講 義 〕 コ ン ビ ュ ー お よび デ ー デ ー タ ・ プ ロ セ シ ン グ・ /
タ ・プ ロセ シ ン グ に 関 シ ス テ ムに 関 す る具 体

1.デ ー タ ・プ ロ セ シ ン グ 概 説 する基礎 知識を習得 す

る

5H

的事例 を研究 す る

3H

〔 プ ロ ジ ェ ク ト ・ マ ネ ジ プ ロジ ェ ク ト ・マ ネ ジ メ

メン トに関 す る各 社 の ン トγ 閉 す る 自社例 を

2.プ ロ ジ ェ ク ト ・ マ ネ ジ メ ン ト 具体的事例 の研究 を行 研 究 す る.

ない,全 般 的基礎知識

を習得す る

gH 7H

情 報 処 理 シ ステ ムの 活 情 報処 理 シ ス テ ムの 活 自社に設け る情報処理

5情 報 処理 シ ステ ムの 活 用 用に関す る基礎知識 を 用π関する技術的問題 シ ス テ ムの活 用 例 にっ

(別 称:シ ス テ ム設 計) 習 得 す る. を取扱 う い て研 究す る

7H 4H 5～10H

マ ネ ジ メ ン ト ・ サ イ エ マ ネ ジ メ ン ト ・ サ イ エ

ンスに関す る基礎知識 ン スの応 用 に 関 す る具

4.マ ネ ジ メ ン ト ・サ イ エ ン ス の 応 を習得 す る 体的事 例(自 社例 お よ

用 ぴ各社の事例)を 研究

す る

4H H6～8

コ ン ピ ュ ー タ に 関 す る 自社 に 関 す る コ ン ピュ

5.カ レ・ン ト ・ ト ピ ッ ク ス 最近の一般的動向 を研
一 夕関係 の新技術 を研

究す る 究 する

3H 3H

プ ログ ラ ム を実際 に組

む こ と に よ つ て コ ン ビ

6.プ ロ グ ラ ム 実 習 ユ一 夕の概 念 を具 体 的

に理解 する
H2～6

計
H21

14H
H23～34

〔自 習 〕 コ ン ピ ュ ー タ ぶ よび デ

一 夕 ・ プ ロ セ シ ン グ に

Zデ ー タ ・プ ロセ シ ン グ 概 説 関す る基礎知識 を補足

す る

4H
/

8.情 報 処理 シ ス テ ムの 活 用

情報処理 システムの活

用 に関する基礎 知識を

'

/
(別 称:シ ス デ ふ設 計) 補 足する

4H

計 8H 一 一

合 計 H29
14H 23～34H





一般 管理 者向 け企業 内 コンピュータ教育

Aコ ー ス





教 育 目 的

コン ピュー タ時 代 に即 応 した一 般 管理 者の 研 修 を 目的 とす る。

ア ウ トプ ッ ト

○ 態度の変革

O知 識の増 大

○ 能力の向上

① コ ン ピ ュー タ時 代 π対 処 す る一 般 管理 者 の役 割 の認

識

② シ ス テ ム的 思考 態 度 の涌 養

① 情i報 シ ス テ ム

② デ ー タ ・プ ロセ シ ング(含 コ ン ピ ュー タ)

③ マ ネ ジ メ ン ト・サ イエ ン ス

① プ ロジ ェ ク ト ・マ ネジ メン ト

② 情 報 の評 価能 力

`

標 準 カ リ キ ュ ラ ム の 基 本 的 衰 え 方

コ ン ピュー タ時 代 の 一 般 管理 者 に とっ て重 要 な こ とは ,コ ン ピュ ー タを基

礎 と した プ ロジ ェク トに継 続 的 に関 連 を もつ とと もに,プ ロジ ェ ク ト ・マ ネ

ジ ャー と して,リ ー ダ ・シ ッ プを発揮 す る こ とで あ る。

そ の た めには,従 来 の 縦 割 り組 織 に対 す るマ ネ ジ メン トの考 え 方 を根 本 的 に

改 め シ ステ ム概 念 を基 本 と した プ ロジ ェ ク ト ・マ ネジ メ ン トに 関 す る基礎 知

識 を習 得 す る とと もに プ ロジ ェ ク ト推 進の 能 力 を 身 につ け る必要 が あ る。

そ こで ・ この カ リキ ュ ラ ムでは 「プ ロジ ェ ク ト ・マ ネジ メ ン ト」 に関 す る知

識 の 習得 と能 力 の 向上 を図 る こ と を最 大 の 目標 と し,プ ・ジ エ ク トを推 進 す

るた めの手 段 と して 「シ ス テ ム設 計 」 に関 す る知識 「マ ネ ジ メ ン ト ・サ イエ

ンスの応 用 」に 関す る知 識 を教 え る もの とす る。 ま た コン ピ ュー タお よび デ

ー タ ・プ ロセ シ ン グに関 す る知 識 につ い て は 「デ ー タ ・プ ロセ シ ン グ概 説 」

として シ ス テ ム設計 の 中 に位 置 づ け て教 え る もの とす る。 単独 に 教 え るの で

はな くプ ロジ ェ ク トを推 進 す る一手 段 と しての シス テ ム設計 の 中 の一 環 と し
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て教 え る ところ に特 徴 が あ る。

フ

タリチ
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ぺ
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プ ロ ジ エ'ク,ト

マ ネ ジ'メ ン ト

マ ネ ジ メ ン ト一 般

(人 事,経 理.販 売 …)

セ

シ

ン
グ

θ

`

一40一



Aコ ー スの 目的 と総 説

■

Aコ ー ス は一般 管 理 者 か コ ン ピ ュー タ時 代 に対 処 して シ ス テ ム的 思考 態 度

を養 うた め に必要 とす る基 本 知 識 を習 得 す る こ とをね らい と してい る。

これ か らの一 般 管理 者 は コ ン ピュー タ部 門 との 円滑 な コ ミュ ニケ ー シ ョ ン を

可 能 に し,コ ン ピュー タ部 門 に 対 して 理解 者の立 場 に立つ こ とのみ に とど ま

つては な らな い,む しろ積 極 的 にみず か らの マネ ジ メ ン トに コ ン ピ ュー タを

活用 す る こ とをね らい と しなけ れば な らない 。

1デ ー タ ・プ ロセ シ ング概 説 で は,コ ン ピューータお よび デー タ ・プ ロセ シ

ング に 関す る基礎 知 識 全 般 を習 得 す る。 コン ピ ュー タの機 能 とデー タ ・プ

ロセ シ ングの概 要 が こ こで理 解 さ れ る。

五 シ ス テム設 計 で は コ ン ピ ュー タをベ ー ス と した情 報処 理 シ ス テ ム を どの

よ うに設 計 して行 くか につ い て習得 す る。一 般 管 理 者 に と って は プ ログ ラ

ム作 成 よ りも,シ ス テ ム設 計 の 方 が は るか に重要 だ か らで あ る。

皿 プ ロジ ェク ト ・マ ネジ メ ン トで は.こ れ か らの マ ネジ メン トの 大 き な柱

とな る プ ロジ ェ ク ト ・マ ネ ジ メ ン トにっ い て,意 思決 定 の た めの シ ステ ム

分析 とプ ロジ ェ ク トの計 画,評 価,組 織,管 理 の 方法 につ い て 述べ てい る。

全体 を通 じて視聴 覚 教 材 を豊 富 に使 うの は も ちろん の こと,単 に知識 を一

方 的 に与 え るので は な ぐ.学 習 者 自身 か みず か らの 問題 と して考 え なが ら

学 ぶ よ うに配 慮 して ある 。

●

■
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105
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1デ ー タ ・プ ロ セ シ ン グ概 説

●

1-t目 的

こ の 科 目は コ ン ピ ュ ー タの ス ベ シ ャ リ'ス トー ブ ・グ ラ マ,SE－ と

し て で は な く,コ ン ピ ュ ー タの 活 用 や 運 営 を計 った り,プ ロジェ ク トを

担 当 す る プ ロジ ェ ク ト ・マ ネ ジ ャ ー と して の 一 般 管 理 者 の た め の 教 育

カ リ キ ュ ラ ム で あ る 。 し た が っ て 単 に 現 在 の コ ン ピ ュ ー タ を紹 介 す る

と い う よ り も,コ ン ピ ュー タの 誕 生 過 程 と発 展 過 程 か ら 説 き起 こ し て,

そ の 本 質 的 な 性 能 と機 能 と を学 習 さ せ る 必 要 が あ る。'

そ こ に この 科 目 の 目的 が あ る。

1.コ ン ピ ュ ー タ

こ こ で は コ ン ピ ュ ー タの 誕 生 と発 展 過 程 を学 習 す る 中 で そ の 性 能 ・

機 能 を理 解 し さ ら に ハ ー ド ウ ェ ア と ソ フ ト ウ ェ ァ ァ プ リ ケ ー シ ョ ン

ゥ ェ ア ー と い う側 面 か ら 理 解 を 深 め る。

2.デ ー タ ・プ ロ セ シ ン グ

'代 表 的 な デ
ー タの 処 理 形 態 を事 例 に し た が っ て学 ぶ

。

●

1-2.Aコ ー ス にお け る科 目の 位置 づ け

デー タ ・プ ロセ シ ン グAコ ー ス は,シ ス テ ム設 計 を行 な うた めに 必

要 な コン ピュー タや デ ー タ ・プ ロセ シ ン グπ関 す る基礎 知 識 を修 得 す

る部 分 で あ り,次 図 の太 線 で示 した 部分 で あ る。

この 科 目の 知 識 が シ ス テ ム設 計 の 理 解 を深 め,し い ては 一 般 管 理者 が

プ ロジ ェ ク ト ・マ ネジ ャー と して プ ロジ ェ ク トの マ ネジ メン トを行 な

う場 合に役 立 っ 。
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1-5.構 成 内 容 と時 間 配 分(合 計5H)

1.コ ン ピ ュー ター3H

1

2

3

4

5

6

7

8

t

t

t

t

t

t

t

t

コ ン ピ ュー タの歴 史

コ ン ピ ュー タの原 理 と構 成

入 力 装 置

中央 処 理 装 置

出 力装 置

デー タ通 信

ソフ トウ ェ ア

ア プ リケー シ ョン ・パ ッケー ジ

2.デ ー タ ・プ ロ セ シ ン グ ー2H

2.1情 報 処 理 の 目的

2.2ノ ミッ チ ・プ ロ セ ス

2.3リ ア ル タ イ ム ・プ ロセ ス

2.4情 報 の 蓄 積 と検 索

2.5TSS

(指 導 上 の留 意 点)

この コー ス は時 間 が 少 ない た め,コ ン ピ ュー タの原 理 と構 成.ソ

フ トウエ ア,バ ッチ ・プ ロセ ス,リ ア ル タイ ム ・プ ロセ ス に ウエ イ

トをお い た 講義 を す る。

他の 項 目 に関 して は 講 義 の 中 で 概 念 にふれ る程度 に し'自 習 に よ り

基 本 知識 を習得 させ る よ うに す る。

1-4.内 容 項 目

1.コ ン ピ ュ ー タ

1.1コ ン ピ ュ ー タ の 歴 史
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(● も な 項 目)

OAnalyticEngine

カ ー ド ・ コ ン ト ロ ー ル

マ シ ン ・ ラ ン ゲ ー ジ

oPCS

1820年

穿孔機,検 孔機,分 類機

(主 な利用分野)統 計処理

oENIAC

1890年

自動司き算機,電 子 式

(主 な利 用分野)弾 道計算

oENIAC

1946年

プ ログラム内蔵方式, .2進 法 の符号体系

(主 な利用 分野)原 子 力など の科学技術計算

O電 子 式計算機
ア コロ コ シ ト

(主 な利用分野)各 種事 務処理(作 表 など)

oUNIVAC,IBMブ01

(主 な利用分野)各 種科学 技術計 算

。発展段階

1951年

世 代

項 目

第 一 世 代

1954～1959 1959～1964

第 二 世 代'9.第.'三 世 代

1964～

電 子 回 路 電 子 管 ト ラ ン ジ ス タ

ー

パ イ'プ リ 。 ト
,Ic

記 憶 装 置 ミ リ セ カ ン ド

磁 気 ド ラ ム

マ イク ロ セ カ ン ド

磁 気 コ ア

ら

ナ ノ セ カ ン ド

磁 気 コ ア ・,ブ イ ル 冶

生産組織 として 個 別 的 科 学 用.商 業 用 汎 汎用

ソ フ ト ウ エ ア 機 械 語

アセンブリ ・システム

各種 コンパ イ ラー

パ ッチ 用 の モ ニ タ

オ ペ レー テ ィング ・ヅ ス テ ム

オ ン ライン ・リアル タ イム ・

システ ム,TSS

シ ス テ ム 特 性 パ ンチ 装置 と

単 独 コ ン ピュー タ

大 型 機 と 衛 星

コ ン ピ ュ ー タ

フ ァ ミ リ ー 思 想
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(指 導 上 の 留意 点)

手 に 負 え な い ほ どの事 務 の山 を解決 す るた め と,人 間 の手 で は計

算 で きな いぼ う大 な科 学 技術 計算 とい う2つ の 大 き な流 れ が コ ン ピ

ュー タ を生 みだ す原 動 力 に な った とい うこ と,さ らに 「情 報 処 理 を

行 な う自動機 械 」 とい った 観点 か ら歴史 的 な事 実 を追 っ て み る こ と

か望 ま しい。 この上 に立 って コ ン ピュー タの 発 展 段階 を利 用状 況 も

あわ せ て解 説 す る。

1,2コ ン ピ ュー タの 原 理 と構 成

(お もな項 目)

一 ・ア ナ ログ方 式

・デ ジ タル方 式

・AutomaticSequenceControl

・プ ログ ラム内蔵 方式

(指 導上 の 留意 点)

電子 式卓 上 計 算機 の演 算 速 度 は コ ン ピ ュー タと本 質的 π は 同 じ で

あ るが,人 手 の操 作 に限界 が あ るこ と一1回 演 算 を行 な うた び κ 機

械 を止 め,次 の 数値 を入 れ て か ら再 び 演 算 を開始 す る一 を説 明 す る。

この 人手 の限 界 を 破 るに は

① 必 要 とす る数 値 が 計 算機 の と り扱 え る形 でつ ぎっ ぎ と自動 的

に供 給 され る こ と。

② 供 給 され た数 値 をどの よ うπ演 算 ・処 理 す るか を 自動 的 に 指

示 で きる こ と。

等が 要 件 とな る。

①,② の 目標 を 実現 させ る には

1)数 値 を貯 え る装 置 一 記憶 装 置

ii)数 値 の計 算 を行 な う装 置 一一 演 算 装置
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m)数 値 と各装 置 の 動 き を制 御 す る装置 一 制 御 装 置

IV)数 値 を読 込 む装 置 一 入 力装 置

V)数 値 を書 き 出す 装 置 一 出 力装 置

が あれ ば 十 分 で あ る。

こnら の各装 置 は 内蔵 され た プ ログ ラム に よoて 動 か さ れ るこ とを

解 説 す る。 これ には 簡 単 な繰 り返 し演 算

例A==(B×C)+(D-E)な どの 計算 処 理 を説 明 す る と よ

いo

一 ー 一 一→ ①

i

次

の

デ

ー

タ

を
処

理

す

る

力

記

引

記

和

記

出

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

入 力操作

ケ 算

E軌α

CX

E

B

X

Y

↓

↓

C

E

E

x

－

－

B

D

D

ED

A

C

Y

ト

B

十

十

X

X

A

1.3入 力装 置

(お もな項 目)

・カー ド読 取 り装置

・紙 テ ー プ読取 り装 置

・光 学 マー ク読 取 り装 置

・光 学 文字 読 取 り装 置

.・タイ プラ イ ター
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(指 導 上 の 留意 点)

1.2節 との 関連 で 各 装 置 の機 能 を概 説 す る ス ライ ド,フ イル ムな

ど を使 う と効果 的 。

1.4中 央 処 理 装 置

(お もな項 目)

・記 憶 装 置

・演 算 装 置

・制 御 装 置

(指 導上 の 留 意 点)

・三 つ の 装置 の機 能 と デー タの流 れ,お よび制 御 の流 れ を1.2節

の 例 を引 用 し なが ら解 説 す る。

・デー タの読 取 り,デ ー タの書 き出 し,デ ー タの 移 動,四 則 演 算,

判 断 とい った基 本 的 な処理 操 作の 説明 に重 点 を訟 き詳 細 な ハ ー

ドの説 明 は さけ る。

1.5出 力 装 置

(お も な項 目)

・ ラ イ ン プ リン タ ー

・カ ー ド穿 子Li装置

・紙 テ ー プ穿 孔i装 置

・ タ イ プ ラ イ ター

・X-Yプ ロ ッ タ

・映 像 表 示
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(指 導上 の 留 意 点)

1..2節 との 関連 で 各装 置 の機 能 を概 説 す る。 ス ライ ドな どの視 聴

覚 機 器 を 使 力と効 果 的。

1.6デ ー タ通 信

(お もな 項 目)

・伝 送 回線

・回 線 制 御 装 置

・端 末 機

・タ イ プ ラ イ ター端 末i装置

・映像 表示端 末装 置

・紙 テ ー プ端 末 装 置

・デー タコ レ ク ター

・銀行 窓 口装 置

・音 声 応 答装 置

・押 ボ タン電 話端 末 装置

■

蕨 琶 ∠ 琶
=

回線制'

御装置

中央演算

処理装置

(デ ー タ通 信系 統 図)

(指 導 上の留意点)

デー タ通信の意義 を通信系統 図 を用いて解説す る。

1.7ソ フ ト ウ エ ア

(お も な 項 目)

・ シ ス テ ム ・ フ ロ グ ラ ム
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●

制 御 プ ・ グ ラ ム,翻 訳 ブ ・ グ ラ ム,サ ー ビス プ ・ グ ラ ム

・ア プ リ ケ ー シ ョ ン プ ロ グ ラ ム

シ ミュ レ ー シ ョ ン ・プ ロ グ ラ ム,線 形 計 画 プ ロ グ ラ ム,IRプ

ロ グ ラ ム

・オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・シ ス テ ム

各 種 の 言 語 翻 訳 プ ・ グ ラ ム,サ ー ビ ス フ'・ グ ラ ム

使 用 者 作 成 プ ロ グ ラ ム お よび ア プ リ ケ ー シ ョ ン プ ログ ラ ム な ど

も含 め た 広 範 な プ ロ グ ラ ム を 制 御 プ ログ ラ ムの 下 で 一 貫 し て働

く よ うに 作 られ た シ ス テ ム で あ る。

制御 プログラム

データ管理

ジ ョブ管理

タスク管 理

システム管理

使用者作成 アプ リケー シ ョン

プログラム プ ログ ラ ム

(言 語)

ア センブ ラ

FORTRAN

ALGOL

COBOL

PL/1

ジ ェネレー タ

言語

(サ ー ビ ス プ ロ グ ラム)

SORT/MERGE

UTILITY

リンケー ジ エデ ィタ

テ ス トプ ログ ラム

シ ステ ム ジ ェネ レー シ ョン

■

■

(指 導 上 の 留 意点)

コン ピュ ー タの 発 展 段 階(第1.第2.第3世 代)κ そ って,そ の 利

用 技 術 を解 説 す る と と もに ソ フ トウェ アが いか に 利用 者 に役 立 ち,

不 可欠 の もの に な って き てい るか を理 解 させ る 。
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1.8ア プ リケ ー シ ョ ン ・パ ッ ケ ー ジ

(お も な 項 目)

oLP・ ・……・数 理 計 画 の ソ フ ト ウ ェ ア

色 々 な 制 約 条 件 下 に ■ け る 最 適 化 問 題

oPERTシ ミ ュ レー シ ョ ン の ソ フ ト ウ エ ア

日程 計 画 と管 理,費 用 コ ン ト ロ ー ル,人 ・金 ・資材 の 配 分 の

管 理

oGPSSシ ミ ュ レー シ ョ ン の ソ フ ト ウ エ ア

oDYNAMO… … シ ミ ュv－ シ ヨ ソ の ソ フ トウ エ ア

oLEMS計 量 経 済 モ デ ル の ソ フ ト ウ エ ア

LinearEconomicModelingSystem

oPICS生 産 情 報 管 理 シ ス テ ム

〔 シ ス テ ム の 流 れ と相 互 関 係 〕

基 本 レ ・-1/0の トランザ クシ ・ンB/Mプ ロセサ

ドの展 開 形 設計 コン トリ プログ ラム

アイテム

マス ター

製品構成

標準手順

ワー ク ・

センタ ・

マスタ

・手配記録

・作業詳細記録

作業手配

冶 工 ・具

マス タ
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(指 導上 の 留意 点)

オペ レー テ ィ ン グ ・シス テ ムの下 で働 くア プ リケー シ ョ ンプ ログ

ラ ムの役 割 を簡 単 に説 明 す る。

2.アn・:一 夕 ポフ 目土 シ ン グ

2.1情 報 処 理 の 目 的

(お もな項 目.)

O生 産性 の向 上

・省 力化

・迅 速 化

・正確 化

・適 正 化'・

O経 営情 報 の レベ ル ア ッ プ

・デ ー タ ・バ ン ク の整 備

・マ ネ ジ メン ト ・サ イ エ ンス の応 用

。新 技術 の 促 進

・新 製 品 の 開 発

(・ 新 技 術 の 開 発

・新 種 サ ー ビス の促 進 一

〇そ の 他

(指 導 上 の 留意 点)一

自社 の事 例 等 を 引 用 して具 体 的 に説 明す る。

2.2バ ッチ ・プ ロ セス

(お もな項 目)

Oバ ッチ ・プ ロセ ス とは(処 理 の し くみ)
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Oバ ッチの 長所 ・短 所

O事 例の紹介

・給与 計算

(給 与 計 算 バ ッチ ・プ ロセ スの例)

RUN#1;

入 力 変 換 ・

＼
騨

‥

・

η

与

ト

フ

/
皇

フ

給 与 変 動

ファイル作成

給与変動

フ ァイル

②

⇒ 繕;:㍍ 「

給 与明細

フ・ア イル

'BUN#5

・分 類

i
i
i
l

結 マスハ:
・・イつ 」
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・各種統計表

O実 行 時間の見積b

(指 導上 の 留 意 点)

事例 の 紹 介 で フ ロー チャー トに ょる処 理 手順 を図示 し,手 順 の 良i

し悪 しで大 量 のデ ー タ処 理 の能率,お よび コ ス トに大 きな差 がで

る こ とを認 識 させ る。 実 行 時 間 の見 積 りも経済 性 の 評価 とい う面

で と らえ る。

2.3リ ア ル タ イ ム ・プ ロセ ス

(お も な 項 目)

Oリ ア ル タ イ ム ・プ ロセ ス とは(処 理 の し ぐみ)

・ リ ア ル タ イ ム ・シ ス テ ムの 機 器 構 成

・マ ル チ ・プ ロ グ ラ ミ ン グ

Oリ ア ル タ イ ム の 長 所 ・短 所

O事 例 の 紹 介

・オ ン ラ イ ン バ ン キ ン グ シ ス テ ム

・株 式 情 報 シ ス テ ム

・客 室 予 約 シ ス テ ム(ま た は 座 席 予 約 シ ス テ ム)

`

(指 導 上 の 留意 点)

リア ル ・タ イムの 概 念 をバ ッチ処 理 と比 較 しなが ら解 説 す る。

とくにリアル ・タ イムぶ よび バ ッチの 長 所 ・短所 を表 に して 説 明 す

る。また座 席 予 約 シ ステ ムな どの具 体 例 も図 で示 す 。講 義 だ けで な

くスライ ドに よる教 育 も併 用す る。
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2一 り 国 内に 拾け る例

1.昭 和 電 工 に 弁 け るCDPシ ス テ ム

ACDPの 概 念

且 職 務 の 類型 化

C.CDP情 報 シ ス テ ム

D.コ ン ピュー タに よる情 報 処理

a)候 補 者 リス トb)人 員 構 造 デー タ

2.武 田薬 品 工業 にお け るEDP会 計 シ ス テ ム

.氏 機 械 化 の 重 点

B.EDP会 計 シ ス テ ムの 大 要

C.会 計 業 務 サ ブ ・シ ス テ ムの概 要

D.EDP会 計 π係 る内 部 牽 制

5.新 日鉄 君 津 製鉄 所 のAOLシ ステ ム

A.君 津AOLシ ス テ ムの背 景

a)総 合一 貫 集 中管 理b)過 去 の経 験 と技 術 的蓄 積

c)オ ンラ イ ン ・シ ス テ ムの採 用d)シ ス テ ム設 計 上

の 留 意 点

B.AOLシ ステ ムの 概 要

a)工 程 管理 シ ステ ムb)AOLシ ステ仏 ・の構 成

q君 津AOLシ ステ ムの現 状

4.富 士 電 機 に おけ る総 合 在庫 管理 シス テ ム

ん 同社 在 庫 管理 シ ステ ムの 特 色

B.FANAS

C.SICS

D.FICS

a)目 的b)概 要c)効 果

5.石 川 島播 磨 重 工 業 に於 け る生 産 管理 シ ステ ム

ー58一
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`

人 全 社 総 合 シ ス テ ムに 於 け る生産 管理 シ ステ ムの 位 置

B.生 産 管 理 シ ス テ ムへ の ア プ ロー チ

C.標 準 化 とデー タ ・ベ ー ス

D.日 程 計画 お よび 進捗 管理 に関 す る サ ブ ・シ ステ ム

E.図 面IRサ ブ ・シ ステ ム

R生 産 設 計各 種 サ ブ ・シ ステ ム

G.自 動 製 図 サ ブ ・シ ス テ ム

珪 数 値 制 御 サ ブ ・シ ステ ム

1.マ テ リア ル ・コン トロー ル ・サ フ ・シ スア ム

J.予 算 管 理 サ ブ ・シ ス テ ム

1(そ の 他 の シ ス テ ム

L.シ ステ ム実 現 の背 景

Mハ ー ドウ ェア

N.将 来 の 方 向

6.日 産 自動 車tt($"け るサ ー ビス部品 管 理 シ ステ ム

Aサ ー ビス部 品業 務 の 概要

B.EDPシ ス テ ム に要 求 した基 本 項 目

C.EDPシ ステ ムの 要 点

D.機 器構 成 とプ アイル 構 成

a)機 器 構 成b)フ ァイル構 成

且 オ ン ラ イン各 業 務 の 概 要

a)緊 急 受 注 出荷 処理b)入 荷,検 収 処 理

c)イ ソク ワ イ ア リー

F.バ ッチ処 理 主 要業 務

a)定 期 受 注 出 荷 処理b)発 注 業務 処 理

ス トヨ タ 自動車 販 売 にお け る情 報 シ ステ ム

ーPLAS(P1anningApplicationTotalSystem)
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人 オ ベ レ ーシ ヨナ ル業務

a)物 流 サ ブ ・シ ステ ムb)情 報 サ ブ ・シ ス テ ム

B.PLASの 目的

a)情 報 サ ニ ビスb)計 画 業 務 の機 械 化

qPLASの 概 念 と特 長

a)PLASの 構 成 と概念b)PLASの 特 長

D.計 画 業 務 の モ デル化 応 用 例

a)車 両 目標 台 数 モザ ルb)車 両 長 期 販 売 計 画 モ デル

E.財 務 予測 モ デル

a)財 務 モ デ ルの 必要 性.とPLASと の 関 係b)財 務 予測 モ デ

ル

8.近 畿 日本 ツー リス トの オ ン ラ イン ・リザベ ー シ ヨン ・シ ステ ム

A事 業 内容 とEDPシ ス テ ム

B.通 信 シ ス テ ムの体 系

C.KNT旅 館 予約 シ ス テ ム

a)デ ー タ ・プ アイルb)イ ンプ ッ ト,ア ウ トブ ッ:ト● よび セ

ン トラル ・プ ロセ シ ン グ

c)販 売 情 報

9.銀 行業 に ヂけ る総 合 オ ン ラ イン ・シ ス テ ム

人 総 合 オ ン ラ イン ・シ ステ ムの背 景

旦 総 合 オ ン ラ イ ン ・シ ステ ムの 内容

a)対 象範 囲b)機 器構 成c)プ ログ ラ ム

C.総 合 オ ン ラ イ ン ・シ ス テ ムの効 果 ・特 長

瓦 総 合 オ ン ラ イ ン ・シ ステ ムに と もな う問題

E.銀 行 界 に おけ る コ ン ビ=・一 夕利 用 の 展 開

a)複 数 ネ ッ トワー クの 結合b)集 中 交換 制 度c)一 括代 手

制 度d)割 販 販売 代 金 の 新 しい 回 収 制 度

砲一60一
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e)新 種 商 品 サ ー ビ ス の 開 発

F.MISへ の 展 望

ぽ,デ ー タ ・バ ン ク

2-2.外 国 に お・け る例

1.ア ポ ロ計 画 と コ ン ピ ュ ー タ ・シ ス テ ム

A巨 大 プ ロジ ェ ク トの 物 量 作 戦

且 機 上 塔 載 コ ン ピ ュ ー タ

a)機 上 塔 載 コ ン ピ ュ ー タの 開 発b)機 上 塔 載 コ ン ピ ュ ー タの

信 頼 性

C.NASAの 通 信 ネ ッ ト ワー ク

a)ア ポ ロの 通 信 ネ ッ ト ワ ー クb)ア ポ ロ通 信 系 の 設 計

D.ソ フ ト ウ ェ ア の 開 発

a)ソ フ トウ ェ ア の 概 念b)測 量 デ ー タの 送 信c)地 上 コ ン

ピ ュ ー タ の 受 信 と 管 制

E.サ タ ー ン5型 の シ ス テ ム ・シ ミュtZ－ シ ヨン

2CDCCreditDataCorporationの 消 費 者 信 用 調 査

A、CDCの 概 要

B.CDCの 業 務

QCDCの シ ス テ ム 構 成

a)情 報 提 供 の プ ロセ スb)情 報 プ アイ ル の 内 容c)情 報 プ

アイ ル の 作 成 過 程

D.デ ー タ ・プ アイ ル の 更 新

5.イ ー ス タ ン ・エ ア ラ イ ン社 の 予 約 ザ ー ビ ス

Aマ イ ク ロ フ ィ ル ム ・シ ス テ ムの 導 入

B.予 約 シ ス テ ム の 概 要

4.LASME社 の 貨 物 輸 送 シ ス テ ム

&シ ス テ ム の 検 討 .
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且 ネ ッ ト ワー ク の 完 成

5.イ ギ リ ス石 油 会 社 の バ イ ブ ・ラ イ ン ・ コ ン ト ・一 ル ・シ ス テ ム

A、 パ イ プ ラ イ ン の 概 要

B.自 動 油 送 コ ン ト ロ ー ル

■

`
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〔 リア ル タ イ ム ・プ ロセ スの例 〕TRIPSYSTEM

－ 旅 館客 室 予 約 業 務 の 自動化 一(日 本 交 通公 社)

旅館へ通知



L

2.4情 報 の 蓄 積 と検 索

(お もな項 目)

oIRと は

情

報
一
次

主題分析

二次情報

の 記 憶

.シ.ソ ー フ ス

フ ア イ ル

検索指令

作 成

一次情報
'
,勘 出 し

1

とり出され

た二次情報

とり出 され

た一 次情報

O情 報蓄積 の方法(記 録 媒体の種類)

Oコ ン ピュー タと↑青報検索

。事例の紹介

KWIC/KWOCシ ステ ム

DPS.MEDLARS

(指 導 上 の 留意 点)

どん な記録 媒 体,記 録 方法 が どの 部 門で利 用 す る場 合 に最 適 か と

・・い う蔓 とを思 考 さ せ る。

一一62-一 ・
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2.5「r.S.S

(お も な項 目)

oT .S.Sの 歴 史 的 背 景

①CTSS;CompatibieTime

SharingSystem

オ ン ラ イ ン ・デ バ ッギ ン グ ・シ ス テ ム が 提 案 さ れ た 理 由

Dコ ン ビ=・ 一一タ を人 間 の 思 考 の 助 け に し よ う と し た こ と

(会 話 方 式)

ii)コ ン ピ ュ ー タ を独 占 し て,プ ロ グ ラ ム の デ バ ッグ を す

る の と同 じ 効 果 をね ら っ た こ と(人 間 ら しさ)

liD経 済 性 を 高 め る こ とは,多 数 の 共 同利 用 が 最 適 で あ る

こ と。

② プ ロ グ ラ ミ ン グ 言 語

BASIC;Beginner'sAl1--purpose

SymbolicInstructionCode

oT .SSと は(特 性 に つ い て)

①CPUタ イ ムや 主 メ モ リの 時 分 割 使 用 で あ る こ と。

② 端 末 か ら デ ー タば か りで な く,デ ー タ を 処 理 す る た め の

プ ロ グ ラ ム し入 力 で き る こ と。

③ セ ン タ ・シ ス テ ム に 対 す るい ろ い ろ な 会 話 か で き る よ う

に充 実 した コ マ ン ド言 語 を備 え て い る こ と。

・ソ フ ト ウ ェ ア の 体 系 で の 位 置 づ け

① ・ミッチ ・シ ス テ ム

② リモ ー ト ・コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ ・シ ス テ ム

Dリ モ ー ト ・バ ・ チ ・シ ステ ム

1Dタ イ ム シ=・`ア リ ン グ ・シ ス テ ム

③ オ ン ラ イ ン ・シ ス テ ム

ー65一



oT .S.Sの 効果

① 人 間 ら しさ

② パ ー フ ォー マ ンスの 向 上

・プ ログラ ム開発 に要 す る時 間短 縮

待 ち時 間 の解 決

思 考 の 中 断 をな くす

コ ンパ イル ・リス テ ィ ン グ,ダ ン プの プ ログ ラ ム開発 の 便

利 さ等

③ 適 用 分 野 の拡 大

小形 ジ ョ ブ と複 雑 な問 題 の両 者 の 同 時 処理

④ コン ピュ ー タ入 口の 底 辺 の 増 大

(指 導 上 の 留意 点)

バ ッチ シ ス テ ム,オ ンラ イ ン ・シ3
.1・ム,[RSsの 違 い が理

解 で き る よ うにす る。

1-5.か もな 参 考 文献

(書 籍)

O図 説 電 子 計 算機 日本 電 信 電 話 公 社(オ 一 法社)

oコ ン ピュ一口タハ ン ドブ ック コン ピ=一 一タ活 用 技術 研 究 会編

(中 央 経 済社)

oわ か りや すい電子 計 算機 の 蓼 沼 良一,渡 辺 龍 雄(理 工学 社)

理 論

o電 子 計 算 機 一 ソフ トウ ェ アH・D・ リー・5G・M・ ワイ ンー〈一口グ

の基 礎 一(著)水 野 幸 男(訳)(培 風 蝕)

O電 子 計 算 機 入 門 中 川 一郎,岡 田勇(共 著)

(日 刊 工 業 新 聞 社)

一一66一
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o図 解 電 子 計 算 機 入 門

Oコ ン ヒ ユ ー タ ア フ リ ケ ー

シ ヨ ソ 入 門

O電 子 計 算 機 入 門

Oリ ア ル タ イ ム導 入 計 画

Oリ ア ル タ イ ム 予 約 シ ス テ ム

O電 子 計 算 機 タ イ ム シ ェ ア リ

ン グ

oタ イ ム シ ェ ア リ ン グ

oオ ン ラ イ ン ・ リア ル タ イ ム

シ ス テ ムの 設 計

Oリ ア ル タ イ ム シ ス テ ムのi基

礎

(雑 誌)

o近 代 経 営(1969.1)

o事 務 と経 営(197〔}.2)

o事 務 管 理(1966.11)

マー フイ(著)森 口繁 一(訳)

(紀 伊 国屋 書 店)

阿 南定 一(著)(電 気 通信 協 会)

鵜 沢 昌和(日 本 経 済新 聞)

ロバ ー ト ・V・ ヘ ッ ト(著)

岸 本英 八 郎(訳)(日 本経 営 出版 会)

藤 田 献(著)(産 業 図書)

S・ ホ ベ ル(著)(日 本 経 営 出版 会)

関 口稚 雄(日 本生 産 性 本 部)

大野 豊(著)(産 業 図 書)

W・H・ デズモンド(著)

(日 本経 営 出版 会)

タ イ ム シ ェ ア リ ン グ は ペ イす る か 。

タ イ ムシ ェ ア リン グ ・サ ー ビス と ビジ

ネ ス デ ー タ処 理(鈴 木 鋳 造)

電 子 計 算 機 の ア プ リ ケ ー シ ョ ン ・シ ス

ア ム 、
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皿 プ ロ ジ ェ ク ト ・マ ネ ジ メ ン ト

■

巫一1.目 的

'70年 代 にお け る コン ビ= 一 夕 の 利用 は ます ます 盛 ん にな り
,

単 な る計算 業 務 か ら経 営 に 必要 な重 要 な 情報 を提 供 す る高 度 な シス

テ ム に発展 す る こ とや,コ ン ピ ュー タの ハ ー ドもよ り高度化 す る こ

とが 予想 され る。 したが っ て コ ン ピ ュー タ部 門 とそ れ を と り ま く周

辺 部 門 との橋 渡 し を す る一般 管 理者 の 立場 が 重 要 に な り,そ れ らの

人 々 の知 識 お よび 能 力 を高 める 必要 が生 じ て くる。一 方,マ ネ ジ メ

ン トに おい て も従来 の マ ネ ジ メン トか ら シス テ ム概念 を基 本 と した

プ ロ ジ ェ ク ト ・マ ネ ジ メン トに変 化 し て きた 。 また 一般管 理 者 が プ

ロ ジ ェ ク ト ・マ ネ ジ ャー と して プ ロ ジ ェ ク トを推 進 して い くた め に

は ・ プ ロジ ェ ク ト組 織 な どの基 礎 知 識 も必要 とな る。 さ らに 情報 化

時 代 といわ れ る今 日,膨 大な情 報 の 中 か ら経 営 に必要 な 情報 を タ イ

ム リー に得 る ため に情 報 シス テ ムの知 識 も必 要 であ る。以 上 の よ う

に プ ロ ジ ェ ク ト ・マ ネ ジ ャー と して必 要 な基 礎 知 識 を 習得 させ る と

共 に プ ロジ ェ ク ト推 進 の能 力を 養 うこ とが この 科 目の 目的 で あ る。 プ

ロ ジ ェ ク ト ・マネ ジ ャー と して の一般 管 理者 に 要求 され るこ とは シ

ス テ ム的 な考 え方 を持 つ とい うこ とであ る。 縦 わ り組織 の 中で の 従

来 の マ ネジ メン ト概 念 では,も は や 国際 的 な競 争 に打 ち勝 ち,企 業

を存 続 す る こ とが で きな い 。 日本 の マ ネ ジ メ ン トもシス テ ム的要 素

を含 ん だ プ ロジ ェ ク ト ・マ ネ ジ メ ン トで な け れ ばな ら ない こ とを 認

識 さ せる こ とが この 科 目の最大 目的 で あ る。
■

皿 一2.Aコ ー ス に お け る 科 目の 位 置づ け

プ ロ ジ ェ ク ト ・マ ネ ジ メン トコ ー ス は,一 般 管 理 者 に 「プ ロ ジ ェ

ク ト・ マ ネ ジ メ ン ト」 に 関 す る 知 識 の 修 得 と 能 力 の 向 上 を は か る こ
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とを最 大 の 目標 に してい る こ の教 育体 系 の 中心 を な す 部 分 であ り,

図 の太 線 に囲 まれ た 部分 に あ た る。 この 科 目を よ りよ く理 解 す るた

め には デ ー タ ・プロ セ シン グ を含 む シス テ ム設 計 お よび マ ネジ メ ン

ト ・サ イエ ンス の基 礎 知 識 を必 要 とす る。

/

/

」' → ぶ

R-5内 容 構 成 と時 間配 分(合 計9H)

1,プ ロ ジ ェ ク ト ・マ ネ ジ メン トの基礎 知 識

1

2

5

4

5一

-

'■
ー

1

1

4{

問 題 の 発見

対 象業 務 の 選定

費用 効 果 の分 析

プ ロ ジ ェ ク ト 。チ ー ム の管 理

トップの 理 解

一70-一
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1-6経 営 の た め の コ ン ピ ュ ー タ利 用

な ど,コ ン ピ ュ ー タ ・ア プ リケ ー シ ョ ン の プ ロ ジ ェ ク ト ・マ ネ ジ

ャ ー と し て の 考 え 方 や 知 識 を 学 習 す る 。

ワ

■

〈 参 考〉

シス テ ム ・マ ネジ メン トの一 般 的知 識 として 下 記 の もの が

あ る。

aシ ス テ ム ・マ ネ ジ メ ン トの 技 法

・ シ ス テ ム ・マ ネ ジ メ ン ト"

・ 予 測 手 法

・ シ ス テ ム ・ア ナ リ シ ス の 手 法 と応 用

bプ ロ ジ ェ ク ト ・マ ネ ジ メ ン トの 管 理 技 法

。 プ ロ ジ ェ ク トマ ネ ジ メ ン トの た め の 技 法

プ ロ ジ ェ ク ト評 価 選 択 の 方 法

・ プ ロ ジ ェ ク ト組1織

・ プ ロ ジ ェ ク ト ・マ ネ ジ ャ ー

Cシ ス テ ム ・マ ネ ジ メ ン トと 情報 シ ス テ ム

・ 情 報 シ ス テ ム'

・ 経 営 情 報 シ ス テ ム(MIS)

。 プ ロ ジ ェ ク ト ・マ ネ ジメン トに お け る情 報 シ ス テ ム

`

2.プ ロジ ェ ク ト ・マ ネ ジ メン トの具 体 的事 例

2-1国 内 に お け る例

2-2外 国 に お け る例

一71一



(指 導 上 の 留 意点)

詳細 な手 法 の講 義 よ りも プロ ジ ェ ク ト ・マ ネ ジ メ ン トにお け るシ

ス テ ム概 念 を うえ つけ ると と。 時 間 の配 分 と しては,事 例 研 究 ケ

ー ス ・スタデ ィに ウェ イ トを お き単 な る知識 の講義 に はあ ま り時

間 を さ か な い こ と。

H--4. 内容 項 目

aシ ス テ ム ・マ ネ ジ メン トの技 法

・ シ ス テ ム ・マ ネ ジメン 小

(主 な 項 目)`.

oシ ス テム ・マ ネ ジ メン トとは

シス テ ム とは 「組織 され た 全体,あ るいは複 雑 な全体,あ る い

は 全 体を 構成 す る と ころ の もの,も し くは 部分 の集 合体 」

シス テ ム ・マ ネ ジメ ン トは プ ロジ ェ ク 、ト ・マ ネジ メ ン トと も呼

ば れ る。

シ ス テ ムの概 念 が マ ネ ジ メ ン トの プ ラン ニング ,とイグゼ キーユ　一

シ ョンに影 響 を もた らす 。 日本 にお け る従 来の マ ネジメ ン トで

は シ ス テ ム概 念 が少 な い ため 影 響 が な か った が,今 後 マ ネ ジ メ

ン トに シス テ ム的要 素 が 含 まれ てい な け れ ばな らな い。

○シ ス テム ・マ ネジ メン トの特 徴(従 来 の マ ネジ メ ン トとの 比 較)

(例) 従 来 の システム'

マ ネジメン ト マネジメン ト

意思決定者 社長 または重役 会 社長 または重役 会
一

思考技法 調 査資料 を参考 と

する経験勘
シス テ ム分 析

プ ロ ジ ェ ク ト ラ イ ン ま た は プ ロ プ ロ ジ ェ ク ト ・ マ

管理責任者 ジ ェ ク ト・マネジャ ネ ジ ャ

プ ロ ジ ェ ク ト 本 社スタッフ また は プ ロ ジ ェ ク ト ・ チ

作成主体 プ ロ ジ ェ ク ト・チ ー ム 一 ム
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プロ ジ ェ ク ト

作 成 技 法
不 明 確 シス テ ム技 術

プロ ジ ェ ク ト

作 成 目標
不 明 確 PERTな ど

プ ロジ ェ ク ト

管 理 組織
不 明 確

プロジ ェ ク ト型 組

織

。戦 略 と戦 術

Oト ッ プ の役 割

o戦 略 チ ー ム

oプ ロ ジ ェ ク ト ・チ ー ム の 役 割

9

■

(指 導 上 の 留 意点)

シ ス テ ム概 念 が登 場 した過程 や シ ス テ ム概 念 の重 要 性 を述 べ る
。

新 しい 理 論 であ る シ ス テム ・マ ネジ メン ト(プ ロ ジ ェク ト ・マ ネ

ジ メン ト)の 概 念 と従 来 の マ ネ ジ メン トの概 念 を マ ネ ジ メン トの _.・

二 つ の主 要 な機 能(プ ラニ ン グ とイグ ゼ キ ユ ー シ ョン)に 分 け て

説 明 をす る。 本 質 的 には どち ら のマ ネジ メ ン トも同 じで あ る が ,

従 来 の 日本 の マ ネ ジ メン トの レベル が低 く,し か も今 後 ,入 手 不

足 が 深刻 にな り,熟 練 労 働者 の確保 が困 難 に な り,仕 事 の範 囲 が

拡 大 して くる'70年 代 に お いては,シ ス テ ム的 な 物 の考 え 方 が

で き る管 理者 で な け れ ば な らな い。 一般管 理者 が プ ロジ ェ ク ト ・

マ ネジ ャー と して 複雑 な問 題 を解 決 してい くた め には
,経 営 環 境

の変 化 に応 じ て,マ ネ ジ メン トに対 す る考 え 方お よび態度 を変 え

な け れ ば な ら な い こ と。 従 来 の マ ネジ メン トでは は げ しい 国際 競

争 に打 ち勝 つ こ とが で きず,プ ロ ジェ ク ト・マ ネ ジ メン トで な け

れば な ら な い こ とな どを 認識 させ る。 また,プ ロ ジ ェ ク ト 。マ ネ

ジ メン トが 日本 の 企 業 に もた らす 影 響 を 思考 させ る。 各種 の 技法

の説 明は 簡 単 な概 要 程 度 に と どめ お く。

一73一



・ 予 測手 法

(お もな項 目)

o予 測 手 法 の分 類

(例)

探 索 的

ア プ ロー チ

規 範 的

ア プロー チ

主観的予測方法

デ ル フ ァイ法 ○ ○

PATTERN法 ○

その他

直観的予測方法

客観的傾向予測

方 法

外 挿 法 ○

包絡曲線法 ○

客観的相関予測

方 法

先行 イ ベ ン ト法 ○

相 関 分 析 法 ○

Oデ ル フ ァイ法

'デ ル フ ァイ 法 とは(手 順 お よび 特 色)

① 参 加者 に ア ン ケー トをす る。

② ア ン ケ ー トの結 果 を 参加者 に フ ィ ー ドバ ックす る。

⑤ 参 加 者 に ア ン ケー ト結 果 を見 て再 考 させ ア ン ケ ー トを

再 び とる。

④ 中間 値か ら大 き くは なれ た 者 に は な ぜ そ うか 理 由を き

く。

●デ ル フ ァイ法 の問 題点

回 答 者 は 白紙 の状 態 か ら始 ま り何 度 もア ン ケー トされ時

間 が か か る。 また専 門 の 領域 外 の こ と も回 答 しな け れば な

ら な い。

。デ ル フ ァイ法 の適 用例
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●

OPATTERN法

'PATTERN法 とは(手 順 お よび特 色)

① シナ リオ ラ イテ ィン グ,技 術 予 測

② 関 連 樹 木 作成,評 価 基 準の 設定

⑤ 相対 重 要度 の投 票

④ 相対 重 要度 の計 算

⑤ 関 連 樹木,重 要度 の ア ウ トプッ ト

'PATTERN法 の 問題 点

関 連樹 木 レベル設 定 の 仕 方 に よ り評価体 系 が 決 定 す る。

関 連樹 木 の 作成,重 要 度 の評 価 の対 象年数 が 問題 にな る。

また,重 要 度 の投 票 に も問 題 が あ る 。

・PATTERN法 の適 用 例

O外 挿 法

・外i挿 法 とは

現 在 入 手 で き る デー タを時 系 列 に描 き,そ の傾 向を 延 長

し て予 測 す る。

・外 挿 法 の 問 題 点

不 連続 的 で メタモルフィ ック な技 術革 新 には適 用 で きな い 。

・外 挿 法 の適 用例

■

(指 導上 の 留 意 点)

単 に技 術 の 説 明 だ け で な く,数 学 的 手 法 には 限 界が あ る こ と を認

識 さ せ る。 問題 に は不 確定 要 素 が 含 まれ て お り,取 り除 くこ とが

で き な い 。定 量 的 分 析 の方 が 定 性 的 分 析 よ り もす ぐれ て い る と誤

解 させ ない よ う努 め る 。

・ シス テ ム ・ア ナ リス の手 法
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(お もな 項 目)

oシ ス テ ム ・ア ナ リス とは

'費 用 と効 果 を尺 度 とす る選択 の 手 法

◆S ・Lオ プ トナ ーは 「定性 的 か つ定量 的属 性 を もった混 合

問題 を解 くため の 技 法 が シ ス テ ム ・ア ナ リシス であ る」 と

述 べ て い る。

'コ ス トと ベ ネ フ ィ ッ トか ら 目的 達 成 の ため の代 替手 段 を 体

系 的 に論 理 的 に検 討 比 較 す る こ とに よ って 意思 決 定 問題 を

解 決 す る方法 。

シス テ ム分 析 の 作業 ルー プ(E・S.Quade編 著 よ り)

定式化 謹1
1目的と基準 目的達成

← 問題の規定
情 況

|

もしあれ}
新代替案の
提示

目的の

再検討

代替案の
感度分析

1代 替 案作成

1

1

1

事 実 関係1

データ収集1

|
_____.↓

　

モデルの1

作 成;

;

賊 媒1
の 比 較 ・l

l

{

|

}
『{

評 価1

＼1

＼___ __」
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oシ ス テ ム ●ア ナ リ シス の 特 徴

(例1)

シス テム ・アナ リシス 0.R

問題の範 囲 広 い 狭 い

問題の次元 高 い 低 い

問題の期間 将来の問題 が多い 当面の問題

問題の定量化 必 ず し も可能 でない 可 能

問題の 目標 目標 の検 討そ の もの
が課 題 とな り うる

明確 で動 かす こ とが
できない

分析 の 目的 Whattodo Howtodo

分析 の手 法 固有 の分析手法を も
た ない 固有 の手 法を もつ

分 析 者 各領 域の専門家 数 学 ・統 計 学 ・工学

な どの専 門 家

(例2)

① 目的達 成 の ため の代 替 手段 を 列挙 し これ を 相 互 に比

較検 討 す る 。

② 代 替 手 段 を そ れ に要 す る コス トとそ こか ら生 じ る ベ

ネフ ィ ッ トの二 点か ら比較 す る,

③ 不顧 糠 を考敵 入れる。と∴

o事 例研 究

・ORの 実 例 と シ ス テ ム ・アナ リシス の実 例 を 使
って研 究す

る 、

o費 用 と効果 の 比較

・費 用収益 分 析

・費 用効 果 分 析

・費用 効用 分 析

o演 習

費 用効 果 分 析 な どの 演 習 を す る
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oシ ス テ ム ・ア ナ リシ ス の 問 題 点

(指 導 上 の 留 意点)

シ ステ ム ・アナ リシス は意思 決 定 を数 式 化 して,そ の結果 に よ り

決定 す る もの では な く,意 思 決 定 そ の もの の 目的 を教 え る もの で

あ る こ とを 認識 させ る。 シ ス テ ム ・ア ナ リシス の基 本 的 な考 え方

や知 識 を まず理 解 させ,'・そ れ の事 例 研 究 や 演 習 まで展 開 させ る。

bプ ロ ジ ェ ク ト ・マ ネ ジ メ ン トの 管 理 技 法

・ プ ロ ジ ェ ク ト ・マ ネ ジ メ ン トの た め の 技 法

(お も な 項 目)

oPMICS(ProjectManagemen▲tInformationand

ControlSystem)

・PMICSと は(特 徴)

単 な る 工 程 ・日程 管 理 の 技 法 で な く,ネ ッ トワ ー クを 中

心 と し た管 理 ・情 報 シ ス テ ム で あ る 。

情 報 をPERTと 結 び つ け た 総 合 的 な 管 理 シ ス テ ム

作業細分化

構造の決定

ジ

定

一ケツ

決

パ業作

の

費 用 範 囲

の 決 定

プ ロジェク トの
マスタ ー計画を作成

契 約 者 か ら

の 報

コンピュータに

よるデー タ処理

結果のデータ分
解とそれに基づ
く管理上の処置

プロ ジ ェ ク ト ・マ ネ ジ ャー に対 して プ ロ ジェ ク トの管 理

と調 整 に必 要 な情報 を提 供 す る こ と。
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●

■

契約を締結する前 に行 なわれ るプロジェク トの概念 計画

に役立つ。

契約者 か らの提 案を評価す るため に必要な情報を与 え る

こ と。

契 約 の 際,ネ ゴシ エ ー シ ョンを行 な う場 合 の 基礎 資 料 を

.与え る もの とな る。

oFAME(ForecastsandAppraisalsManagement

Evaluation)

・FAMEと は

ア ポ ロ計 画 に おけ る重 量/性 能 の管 理 のた め に開 発 され

た 情 報 ・管 理 シス テ ム であ る。 一

、/ ↓ ↓
ミ ッシ ヨ ン

リク ア イ ヤ メ ン ト
シ ス テ ム ズ ・エ ン ジ ニ ア リ ン グ ⑳

デ ザ イ ン エ ー ジ ェ ン シ ー〉

↓ 、/

デ 一 夕 フ ロー

リク ァ イ ヤ メ ン ト
≧ べ ー ス ラ イ ン リク ァ イ ヤ メ ン ト 〉 ス テ イ タ ス ・デ ー タ

爪 ↓ ↓

、 予 測 ・ 評 価 シ ス テ ム

↓

プ ロ ジ ェ ク ト ・コ ン トロ ー ル ・マ ネ ジ メ ン ト

↓

oGREMEX(GoddardResearchandEngineering

ManagementExercise)

・GREMEXと は

コ ン ピ ュ ー タ を 道 具 とす る ゲ ー ミ ン グ ・シ ミ ュ レー シ ョ

ン の 技 法 を 用 い た マ ネ ジ メ ン トの 訓 練 シ ス テ ム で あ る 。 被

訓 練 者(プ レー ヤ=生 徒),審 判 員(レ フ リー=先 生)そ

れ に 仮 想 的 な プロ ジ ェ ク トの 数 学 モ デ ル が プ ロ グ ラ ム さ れ

た コ ン ピ ュ ー タ の3者 が 一 体 と な っ て 訓 練 を 行 な う。 プ レ

ー ヤ は プ ロ グ ラ ム ・マ ネ ジ
ャ ー の 役 割 を 演 ず る。
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訓練につい`
ての 知 識 卜

計画のため

の デ ー・タ

入力 出力

/
w

＼

コ ン ピ ュ ー タ

/動
i モ

ー

計

算

}

プ

膓

;
ト
の

状
態
1

摂 動

8 プレーヤの方 策
〉

出 力

レポー ト・結 果

・つぎの期 間

のた めのデ

ータ

↑＼

1ア

}

…

作 レレ
出 力

レポ ∴ ト

/

/

人已

非公式な

報 告 書

公 式

報 告 書

opPP(PhasedprojectPlanning)

・PP'Pと は

管 理 者 の行 な う意 思 決定 を4つ の フェ ー ス(予 備 分析,

確 定 ・ デ ザ イ ン開 発運 用)に 分け て1段 階 毎 に行 な う。

フェースA

予 備 分 析

詳細検討のため

の実行計画案

フェーズB

確 定

詳細設計のための

具体的プロジェク

ト案

フェーズC

デ ザ イ ン

フ'ロジェ・ク トデザ

インど仕様書

フ ェー-rtD』

開 発 運 用

プ ロ ジ ェ ク ト

、完'了

(指 導 上 の 留 意点)

各 手 法 の詳 細 な説 明は さけ る こ と,どのような 考 え方 で や って い る

の か とい った簡 単 な概 要 の解 説 を し,実 際 にや る場 合 には ど うす

れば よい の か を思 考 さ せ る。PMiCSで はPERTを 書 い た場 合

と 書 かな い場 合 との違 い を考 え さ せた りダFAMEな どで も実 際
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合

●

の問 題(例 えば 公害 な ど)と 結 びつ けて 説 明 を し,思 考 させ る

こ と,手 法 の詳 細 を 学 習 した い 人 のた め には,参 考 文献 の 紹 介

程 度 に と どめ る。

'プ ロジェク ト評価選択 の方 法

(お もな項 目)

o事 前評価→ プロジェク ト選択

O中 間評価→ 予算管 理

O事 後 評価一ラ 監査,業 績評価

。評価方 法

・定性評価 ・

① 評 点 法

い くつか の項 目を何段 階かにわけ た評点 をつけそ の評点

を加 えた点数 で評価す る方法

② パ ターン法

評価結果 をパター ンで表わす方法

⑤ チェ ック リス ト法

チェ ック項 目を リス トア ップして チェックする方法

・定量評価

① 収益指数 法

② 経 済効果 指数法

⑤ 収益 当量法

(指 導 上 の留 意 点)

方 法 論 に つい て は概 要 の説 明 だ け に と どめ,プ ロ ジェ ク ト評 価 を い

か にマ ネ ジ メン トに 定着 させ る か を思 考 させ る。
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・ プ ロ ジ ェ ク ト組 織

(お もな 項 目)

o純 機 能 型 の組 織

・純機 能 型 の組 織 の長所 ・短 所

(長 所)① 柔 軟 な人 的 資 源の 配 分 が で きる。

②4人 が1つ 以 上 の プ ロジ ェ ク トに同 時 に従事

で き る 。

③ プロ ジ ェ ク トが変 わ って も各 部門 の活 動は 円

滑 に継続 で き る。

(短 所)① プ ロジ ェ ク ト中心 の考 え方 に 欠け る。

② 技 術 革新 や創 意工 夫 が で きに くい 。

○純 プロ ジ ェ ク ト型 の 組 織

・純 プ ロ ジ ェ ク ト型 の組 織 の長 所 ・短 所

(長 所)① 権 限 と責 任 の 所在 が 明確 であ る。

(短 所)① 費用 が か か りす ぎ る(設 備 な どの重 複)

② プ ロジ ェ ク トが ない 時 も専 門家 を プー ル し な

け れ ば な ら ない ∨

oマ ト リックス型 の組 織

・マ トリ ックス型 の組織 の長 所 ・短所

(長 所)① 権 限 と責 任 の所 在 が 明確 であ る。

② 柔軟 な人 的資 源 の配 分 が で き る。

③ 首 尾 一 貫 した マ ネ ジ メン トが で き る。

(短 所)① 機 能 的部 門 とプ ロ ジ ェク ト組織 との 勢 力 関係

に よ り,一 方 を有 名 無実 に しや す い 。

。 プ ロジ ェ ク ト組 織 の つ くり方

oプ ロ ジ ェ ク ト組 織 の運 用 の しかた
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(指 導 上 の留 意点)

純 機 能 型 の 組織 と純 プ ロジ ェ ク ト型 の 組 織 とマ トリ ックス型 の

組織 の 各 々の長 所 ・短 所 を整 理 して説 明 す る。 同 時 に各 々の 組

織 の代表 的 な 組 織 図 を例 示 す る。 以 上 の説 明は 簡 単 に して実 際

に どの よ うに し て プロ ジ ェ ク ト組織 を つ くって どの よ うに運 営

してい け ば よい かを思 考 させ る こ とに ウエ イ トを お く。

●

●

4

・ プロ ジェ ク ト ・マ ネジ ャー ▼

(お もな 項 目)

oプ ロジ ェ ク ト ・マ ネ ジ ャー とは

特 定 の プ ロジ ェ ク トの実 施 に関 し て組 織 内 の各 部 門 の 活

動 を統 合 調整 す る任 務 を課 され た管 理者 であ る。

Oプ ロ ジ ェ ク ト ・マ ネ ジ ャー の責 任 と権 限

・プ ラン ニ ン グ

・紺.織 化

・連 絡

・情 報

・調 整

・統 合

・管 理

oプ ロジ ェ ク ト ・マ ネ ジ ャー の能 力

・リー ダー シ ップ

・マ ネジ メ ン トの 手 法 に精通

・幅広 い知 識 と応 用 力

・的確 な意 思 決 定 を行 な う能 力

・的確 な 仕 事 の割 当 て を行 な う能力

'活 動 全 体 を 把 握 す る能 カ
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(指 導 上 の留 意 点)

純 機 能型 組 織 の管 理者 の責 任 ・権 限 ・能 力 と対 比 す る よ うな形 で

講 義 を す すめ る。 一般 管 理 者 が プロ ジ ェ ク ト ・マ ネ ジ ャ ー として

の能 力 ・要 素 を持 つ こ とが今 後 要 求 され る こ と も認 識 さ せ る と共

に,そ の能 力 を どの よ うに して養 えば よい か とい った点 に ウエ イ

トを お く。

・ ケ ー ス ・ス タデ ィ(5H)

(お'も な 項 目)

例1.開 発 した 新 製品 の量 産 化 の 問 題

例2.オ ン ライ ン ・シ ステ ム の稼 動準 備 の問 題

例3.新 製 品 の キ ャンペ ー ンの問 題

例4.工 場 建 設 の問題

例5.新 製品 の試 作 の 問 題 な ど

⑨

(指 導 上 の留 意点)

小 さな プロ ジ ェ ク トで その 企業 に適 切 な 例題 を と りあげそ の プ ロ

ジ ェ ク トの主 要 な問題 点 は何 か,そ の 問題 点 を解 決 す る大 め には

ど うす れ ば よい か,人 と時 間 と金 の問題 は"ど うす るの がな どとい

った マ ネ ジ メ ン トに関 す るすべ て の問 題 を思考 さ せ,プ ロ ジ ェ ク

ト・マ ネ ジ メ ン トが い か にむ ず か しい もの であ るか を認 識 させ る 。

例 題 に は ヒン トや チ ェ ック リス トを つ け てお く。 ケ ース ・ス タデ

ィは こ の科 目の 中 で能 力 を養 う点 に お い て最 も重 要 な ところ で3

時 間 位 割 当 て る。

(指 導 上 の留 意点)

プ ロ ジ ェ ク ト ・マ ネジ メン トを実 施 して いる企 業 の担 当 者 か ら 直
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接講義 を受ける ことがのぞ ましい。担 当者 の経験談や担 当者 との

質疑応 答 が効果 的。担当者 の講義 を受け られない場 合,ス ライ ド

な どを借 りて使用 す る。

cシ ステ ム ・マ ネ ジ メ ン トと情報 シス テ ム

・ 情 報 シス テ ム

(主 な項 目)

o情 報 シス テ ムとは

あ る 目的 の た め に情 報 を組織 的 に収 集 し加 工 あ るいは 処 理 を

し伝 達 す る とこ ろ の し くみ

一 一→ データ収集 データ処 理 一
o情 報 シ ス テ ム と コ ン ピ ュ ー タ

oI.R

`

(指 導 上 の 留 意点)

情 報 シス テ ムを 図 な どで説 明す る。 情 報 シス テ ムが マ ネ ジ メ ン ト

と どの よ うに 関 連 して い るかを わ か り易 く説 明 す る。 マ ネ ジ メ ン

トに 必要 な情 報 は主 観 的 な情 報 で は な く客 観 的 な 情報 で なけ れ ば

な ら な い,そ の 客 観 的 な 情 報 が手 に 入 る よ うな マ ネ ジ メ ン トでな

け れ ば な らない 。 そ の情 報 の収 集 は む つ か し く集 め て も うま く加

工 しな け れ ば な ら な い こ とを 認 識 さ せ る。 また マ ネ ジ ャーは情 報

を評 価 す る能 力 が必 要 であ る とい うこ と も強 調 す る。過 去 の 仕 事

に関 す る情 報 を い か に活 用 す るか とい った 問 題 を思 考 させ る。
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・ 経 営 情 報 シ ス テ ム(MIS)

(お もな項 目)

oMISと{ま

(例)「 企 業 の各管 理 階層 に対 しそ れ ぞれ の必要 性 に適 応

す る よ うな情報 を いつ で もど こに で も提 供 す る シス テ

ム」 で あ る。

「マ ネ ジメン トの意思 決 定 に とっ て適 切 であ る と客

観 的 に判 断 され る情 報 を 組織 的 に収 集,加 工,蓄 積 し,

マ ネ ジ メン トの 要 求 に 応 じて これ らの情 報 を提 供す る

機 能 を果 すべ くっ'く られた,人 間 お よび機 械 の公式 の

組 織 で あ る」

。MISの 特長

oデ ー タ ・プロセ シ ング の発展 とMI8

(例)1965年 代

●

一
会 計

人事 ・給与

計 算
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6

生 産 品別
コス ト管理

人 事
ス キルインベ

ン トリー

oMISの 問 星目点

OMISの 具体 例

(指 導 上 の 留 意 点)

デ ー タ ・プ ロセ シン グ に結 び つ け たMISの 講 義 をす る,マ ネ ジ

メ ン トの サ イ クル と レベル 毎 に必 要 な情 報 が 違 っ て くる こ とを認

識 さ せ る 。

●

■

・ プ ロジ ェ ク ト・マ ネ ジ メン トに おけ る情報 シス テム

(主 な 項 目)

oプ ロ ジェ ク ト ・マ ネ ジ メン トと情 報 シス テム

'プ ロジェ ク トの範 囲

① 単 一 シ ス テ ム を開 発 し運 用 す る場 合 の例

② 試 作 品 を開 発 し.後 に プ ロダ ク シ ョン を何 回 も行 な う

場 合 の例
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⑤ プロジ ェ ク ト制 に よ る組織 体制 を とっ て業務 を行 な う

場 合 の例

・プ ロジ ェ ク ト ・マ ネ ジ メ ン トに お け る情 報 シ ステ ムの重 要

性

・プ ロジ ェ ク ト ・マ ネジ メ ン トの た め の情 報 シス テ ムの レベ

ノレ

① コ ン ピ ュー タ な しの 段階

② コ ン ピ ュ ータ の一 部 使 用 の段 階

⑤ コ ン ピュー タの全 面 的 使用 の段 階

Oプ ロジ ェ ク ト ・マ ネ ジ メ ン トの た め の情 報 シス テム に要 求 さ

れ る こ と

・速 や か な情 報収 集

・各 種 ル ー チ ン ・モデ ル

①PMICSの 場合

②FAMEの 場 合

⑤IPARSProgressReportProgramの 場 合

④PERT/RESOURCEALL
、OCAT警qNの 場 合

・コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

・デ ー タ ・バ ン ク

・情 報 シ ス テ ム の 限 界

・情 報 シ ス テ ム を 使 い こ な す た め の プ ロ ジ ェ ク ト ・マ ネ ジ メ

ン ト上 の 注 意

○ プ ロ ジ ェ ク ト ・マ ネ ジ メ ン トの た め の情 報 シ ス テ ム

・パ ッ チ ・シ ス テ ム

。オ ン ライ ン ・シ ス テ ム

(指 導上 の留意点)
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プロジ ェ ク ト ・マ ネジ メン トに必 要 な情 報 シス テ ムは どん な シス

テムが 良い か,と い っ た 事 を思 考 させ る。

2プ ロジ ェ ク ト ・マ ネジ メン トの具体 的事 例

◆

お もな参 考 文献

(書 籍)

o技 術 開 発 戦略

oシ ステムズ ・マ ネ ジ メン ト

oシ ス テ ムズ ・アナリシス

o研 究 開 発 プ ロ ジ ェ ク ト

o硫 予測入門

OYク ナマ ラの 理論

oPPBSの 理 論 と手 法

oプ ロ ジェ ク トチー ム

の 編 成 と運 営

o"NASA-PERT

NASA,NPC1

C,C㎝puterSystemManual"

01-2A
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坂 元 正 義

(日 本 能 率協 会)

グ リー ラン ド ・キン グ 共著

(ダ イヤモン ド社)上 田 惇 生 訳

福 島 康 人

(ダ イヤ モ ン ド社)

パ ー トンV .デ イ ー ン著

松#好,牧 山 武 一共 訳

(日 本 能 率協 会)

牧 野 早 編著(日 刊 工 業 新 聞)

ヒ ッチ著 福 島康 人 訳

(日 本 経 営 出版 会)

ノ ー ヒ ック編,福 島康 人 訳

(日 本経 済新 聞社)

倉 橋 宏,鶴 見 直 輔 編

(ダ イヤ モ ン ド社)

U.S.Government



printingOffice.Washington

o"RandDprocurementprocessMovesfromIdea

toProduct"

NavyManagementReview,NAVSOP

910,vo1.X

(雑 誌)

Oマ ネ ジ メン トガ イ ド

oリ ク ルー ト 「研 究 開 発 計 画

の実 際」

oエ レク トロニ クス 「PMI

CSＬ

oCOMPUTOPIA「FA

ME」

70年1月 号

69ff1月 号

70年8月 号

産 業 能 率短 大

日本 リクル ー ト

セ ン ター

丸 山 満

70年5丹 号 丸山 満

(指 導上 の留意点)

プロジェ ク ト ・マ ネジメン トを実 施 している企業 の担 当者 から直

接講 義 を受ける事がのぞ ましい。担 当者 の経験談や担 当者 との資

疑応答 が効果的 。担 当者の講義 を受け られな い場合,ス ライ ドな

ど借 りて使用 する。

う

●
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w シ ス テ ム 設 計

も

M-1.目 的

一 般管 理 者 が プロ ジ ェ ク トを推 進 し てい く過 程 で コ ン ピ ュー タ部門

との接 触 は今 後 ます ま す深 まって い く。 現状 調 査 や 分析 を 担 当 した

場 合 ・ シス テ ム 的 な観 点 に立 って 資 料づ くりや調査 を しな け れ ば な

らない し,ま た現 状 の シス テ ムの 目的 は 何 か とい っ た評 価 や イン プ

ッ ト,ア ウ トプ ッ トの評 価 もシ ス テム的 に しな け れば な ら ない 。

コ ン ピュー タ部 門 とそ の他 の部 門 との橋渡 しをす る一 般管 理者 に

と って ・ コン ピュー タ 部門 で 作成 した シス テム を理 解 で きなけ れ ば ,

シス テ ムの ス ムー ズ な運 用 は 考 え られ な い。 さ らに 一般 管 理 者 も コ

ン ピュー タ部 門 の人 間 と共同 で シス テ ム を開 発 す る機 会 が多 くな る

だ ろ う。 この よ うな 時,シ ス テ ム的 に ものを考 え た り設 計 す る た め

の知識 や 能力 が な けれ ば ど うな るか は,い うに お よば な い 、これ か

らの 一 般管 理者 に と って シ ス テム設 計 に必 要 な基 礎知 識 を身 に つ け

て お くとい うこ とは,必 修 条 件 で もあ る とい え る 。 し たが って この

科 目では ・ シ ス テ ム 設計 に必要 な 基礎 知識 を シス テ ム設計 の手 順 に

そ って 習 得 させ る こ とを 目的 と してい る 。

■

皿一一2.Aコ ー スに おけ る科 目の位 置づ け

こ こで のシ ス テ ム設 計 は,プ ロ ジ ェ ク トを推進 してい く一 般 管 理 者

が必要 な シ ス テ ム設 計 に関 す る基 礎 知 識 を修 得 す る とと も に,設 計

す る能 力 を養 成す る部 分 であ る。 プ ロジ ェク ト ・マ ネ ジ メ ン トか ら

み た シス テ ム設 計 の基礎 知識 を修 得 す るた め の科 目であ り,一 般 に

いわ れ て い るシ ス テ ム ・エ ン ジ ニ アを 養 成 す る た め の もの では な い。

つ ま り図 の太 線 が示 す よ うに プ ロジ ェ ク ト ・マ ネ ジ メン トに隣 接 し

た領 域 の 学 習 であ る。
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プ ロ ジ ェ ク ト

マ ネ ジ メ ン ト

＼

4

皿 一31構 成 内 容 と時 間 配 分(合 計7H)

1.レ ス テ ム 設 計

2.現 状 調 査

5.現 状 分 析

4.設 計

4.1コ ー ド設 計

4.2ア ウ ト プ ッ ト設 計

4.3イ ン プ ッ ト設 計

44フ ァ イ ル 設 計

5.エ ラ ー チ ェ ッ ク

6.シ ス テ ム の 評 価

一一92－

O.5H

O..5H

O.5H

4.5H

0.5H

O.5H
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(指 導上 の留意点)

一方的な講 義だけ でな く設計の部 分などは
,実 際に受講者 に設計 の

演習 をさせ る。'

`

五一4.内 容 項 目

1.シ ス テム 設計

(お もな ∫頁目)

oシ ス テ ム設計 とは ,

何 が問 題 点 か を把 握 し

Oシ ス テ ム設 計 の必要 性

Oシ ス テ ム 設計 の手 順

(例)

,目 標 を設 定 し,そ れ を実 現 す る こと 、

現 状 調 査

↓

現 状 分 析

↓

概 要 設 計

↓

詳 細 設 計

↓

評 価

■

(指 導 上 の 留 意 点)

なぜ シス テ ム設 計 を しな けれ ば な ら な い か を ,よ く認識 させ る。

2.現 状 調査

(お もな 項 目)

O現 状 調 査 の 目的
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システ ムの機能 と問題点な どの現状分 析に必要 な資料作成

o現 状調 査の方法

① 面接法

⑦ 質問紙 法

⑤ 観測法

④ 資料法

○現状調 査の項 目

(例)

① 仕事の流れ

⑦ 情報 の流れ(伝 票 枚数)

⑤ データー量(伝 票枚数)

④ 資 源の種類,数 と使用度

⑥ 作業者 の作業内容,,作 業の質 と人員数

(指 導上の留 意点)

調 査の方法や項 目の説 明は簡単にお こない・ジ実際 の シス テムを問題

に とり上げ調 査 目的は何 か,ど のよ うなが 去,項 目が若い のかを思

考 させ る。

3.現 状分析

(お もな工貫目)

o現 状 分析の目的

問題点 を正確 に把握 す る。

。組織分析

各単位組織 で発生 する情報 の関連性 と各単位 組織が はた してい

る機能 を知 る。

o職 務 分析
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■

●

各組織 における職務 を明確 にするため各職務の要点 を記述す る

資料 を分析 し,確 認 し報告 する。必要な職務のモ レを さが し職

務の重 複をな くす。

○業務分析

事務手続 の流れを明確 化,必 要な技能経験 の明確化,伝 票 ・報

告 書の 明確化,概 要 流れ図 および詳細流 れ図の作成 。

○帳票分析

帳票の簡素化,標 準化 を 目的 として各帳票 の処 刑過程 お よび関

連を明確 にす る。

o手 順分析

業務 の細部手順 を分析 する ことによっていか に論理 的処 理がな

され ている かを明確 にす る。 ブロック ・ダイヤグ ラムの作成 。

●事務量測定/

・時間分析

見積 法,実 測 法,既 定時間法

・原価分析

o現 状 システムの問題 点の要約

(指 導上 の留意点)

現状 システムの問題点 は何か とい うこ とを常 に考え る姿 勢が大切で

あ る事 を認識 させる。

4.設 計

4.1コ ー ド設 計

(お も な 項 目)

oコ ー ドと は

。 コ ー ドの 持 つ べ き条 件
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① 統 一性

② 簡 潔 性

③ 変更 可 能 性

④ 識 別 可 能性

⑤ 機 械 に対 する適 合 性

o代 表 的 な コ ー ド編 成方 法

① 順 番(連 番)コ_ド(SequenceCode)方 式

(例)北 海 道0]

青 森02

秋 田05

② 区 分 コー ド(BlockCode)方 式

(例)資 産勘 定01～49

負債 勘 定50・N7.9

資本勘 定80～99

⑤ ケタ別 コー ド(GroupClassificationCode)方 式

(例) 大 分類 中 分 類 小 分 類

・t本 仕

2.支 社

1.社 長室

2秘 書室

3.総 務 部

t総 務課

2文 書誤

5株 式課

④10進 コ ー ド(DecimalCode)方 式

(例)5.自 然 科 学

5.1数 学

5.2天 文 学

5.3物 理 学

5・3.1機 構 学

5・5・1.1機 械 学

⑤ 表 意 コ ー ト(MnemonicCode)方 式
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(例)冷 蔵車 レ

タ ン ク車 一 ータ

食 堂 車

○コ ー ドの管 理

シ

oコ 一一 ド設計 の 演 習

●社 内 で実 際 に使用 して い るコー ドの 検討

。例題 に よ る演 習

(例)従 業 員,500人(う ち 男子 社 員400人)6部 門,

18課 の 会社 にお け る従 業 員 番 号を設 計 せ よ。

(指 導 上 の 留 意 点)

具 体 的 な 例 を図 示 して講 義 を し,例 題 に よ るコ ー ド設 計 の 演 習 に

ウ エ イ トを お く,受 講者 が 設 計 した コ ー ドの検 討 デ ィ ス カ ッシ ョ

ン を す る 。

4.2ア ウ トプ ッ ト設 計

(お もな項 目)

Oア ウ トプ ッ トの検 討

作成周 期,時 期,形 態,用 紙 の 種 類,対 象件 数 な ど

Oア ウ トプ ッ トの形 態 と装 置

(例)

●

■

形 態 長 所 短 所

印 字 帳 票

紙 テ ー プ

カ ー ド

ブ ラ ウン
管 表 示

大 量 の デ ー タ の印 字

が で き る

桁 数 の 制約 がな い

ター ン ・ア ラ ン ド方

式 が とれ る

人 との対 話が で きる

一行 に印字 で きる字 数

に 制限 が あ る

テ ー プコー ドが不 統 一

であ る

1枚 で80桁(90桁)

に限 られ る

紙 に 印字 で き ない
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o出 力用 紙 の設計

帳 票 の見 や す さ,使 いや す さが最 も重 要

。 項 目の配 置

O項 目の 区 分け

O設 計 上 の 注意点

コ ンマ,ピ リオ ドの表 示方式

マ イ ナス の表 示

カナ文 字 デ ー タ の扱 い

帳 票 の1頁 の長 さ

印 字時 間 の短 縮

帳 票 用紙 の印刷

Oラ イ ン プ リン タ ーの機 能 か ら制 約

・上 か ら下 へ

・1行 の ケ タ数

。文 字 の種 類 に限 度

○ ライ ン プ リンター の 印字 方 式

・タイ プホ イ ル,ド ラ ムお よ び シ リンダ ー 式

・チ ェー ン式

o複 写方 式

●ワン タ イ ム ・カー ボ ン方 式

。ノー ・カ ーボ ン方式

oア ウ トプ ッ ト設 計 の演 習

・実 際 に使 用 中 のア ウ トプ ッ トの検 討

。例 題 に よ る演 習

(例)テ レ ビ,ラ ジオ,ス テ レオ,の メー カ ー別,地 区別 の

月 間 売上 統 計
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■

(指 導 上 の 留 意 点)

講 義は 簡単 に し,た と えば 販売 統 計表 な どの 設 計演 習 に時 間 を とる。

4.3イ ン プ ッ ト設 計

(主 な項 目)

○イ ン プ ッ トの 検 討

・周 期 ,時 期,形 態,発 生 部門 な ど

Oイ ン プ ッ トの形 態 と装 置

(例)

形 態 長 所 短 所

カ ー ド
追加修正が容易で
ある

1枚 で80桁(90

桁)し か 入 ら ない

紙 テ ー プ 桁数の 制約がない 追加修正が困 難であ
る

キ ー ボ ー ト
か ら磁 気 テ
ー プ作 成

高速入力 ができる
少量 の デ ー タには 向
か な い

直接読取 り 正 確性,迅 速性に

富む
コス トが高 い

キ ー イ ン直

接 入 力

情 報 発生 源 か ら直

接 インプットで き る

コス トが 高 い

○帳票 設 計

・設 計 項 目

起 票 者 ・ 承 認者,記 入 項 目,ケ タ数.項 目の順 序,コ ピー枚

数 な ど

・EDP入 力用 帳 票

カー ド穿 孔 用 の原 始 伝 票,紙 テ ー プ さん 孔 用 の原 始 伝票,M

ICR用 の帳 票,OCR用,OMR用

・項 目の 区 分 け

穿 孔 す る項 目 と穿 孔 し な い項 目との 区分 け
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・伝票 の種 類

単 記 式,連 記 式,後 記 式

'内 容 ,項 目の配 置

oカ ー ド設 計

・項 目 の配列1順序 ,カ ー ドの 色

oマ ー ク ・シ ー ト

Oイ ン プ ッ ト設計 の演 習

。実 際 に使 用 中の イ ン プ ッ トの検 討

●例 題 に よ る演 習'

(例)テ レ ビ,ラ ジオ,ス テ、レオ の メー カー 別,地 区 別 の月

間 売 上

●

(指 導上 の 留 意点)

演 習 に ウエ イ トを お く

4.4フ ァ イ ル 設 計

(主 な 項 目)

Oフ ァ イ ル の 種 類 と特 徴

・ 紙 テ ー プ

● カ ー ド

。 磁 気 テ ー プ

'磁 気 デ ィ ス ク

'磁 気 ドラ ム

Oフ ァ イ ル の 形 態 と特 徴

'順 次 編 成(シ ー ケ ン シ ャ ル)フ ァ イ ル

・直 接 編 成(ダ イ レク トア ク セ ス)フ ァ イ ル

'索 引 順 次 編 成(イ ン デ ッ クス ド ・シ ー ケ ン シ ャル)7ア イ ル
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4

○ 磁 気 テー プ フ ァイ ル の設 計

o磁 気 デ ィス ク フ ァイ ルの 設 計

Oフ ァイ ル設 計 の演 習

・ 企 業 にお い て実 際 に使 用 して い るフ ァイ ルの 検 討

・ 例 題 に よる 演 習

(例)テ レ ビ,ラ ジ オ,ス テ レオ の メー カー 別,地 区別 の 月間

売 上 フ ァイ ル

(指 導上 の留 意 点)

フ ァイ ル の種 類 と形 態 とを関 連 づ け て 講義 とす る。講 義 は 簡 単 に し,

演 習 に ウ エイ トを お く。

q

4

5.エ ラー チ ェ ック

(主 な 項 目)

o誤 っ たデ ー タ が 入 力 され た場 合

それ以 降 の 処 理 が無 意 味 に な る

マス ター フ ァイ ル を破 壊 す る

訂正 に 大 きな コス トが か か る

oEDPSは プ ロ グ ラムに よ り逆 に いろ い ろの チェ ッ クが で き る 。

入 力時 点

{
処 理 時 点

o人 間 側 で行 な わ な け れ ば な らな い チェ ック

シス テ ム設 計 時

社 内体 制 と業 務 処理 手 順 の無矛 盾

自己矛 盾 の な い シス テ ム

拡 張性 の あ る シス テ ム

原 始 デ ー タ作 成 時

デ ー タ記 入 ミス
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紛 失,混 入

順 番 誤 ま り

パ ン チ時

パ ン チ ・ ミス

紛 失 ・混 入

順 番 誤 ま り

オ ペ レ ー シ ョ ン時

ミ ス ・オ ペ レー シ ョン

プ ロ グ ラ ム'エ ラー

機 械 故 障

(指 導 上 の 留 意点)

エ ラー は 責任 体 制 と ドキ ュ メン テ ー シ ョン の完備 で防 止 で きる こ

とを 具 体 的 に認 識 させ る。

6.シ ス テ ムの評 価

o評 価 項H

① 目的 にあ って い るか

② 開 発 コス ト

③ 運 用 コス ト

⑳ コ ン ピュー タや 装 置 が シ ス テ ムに とっ て最適 か ど うか

⑤ 中央処 理 装 置 の記憶 容 量 は ど うか

⑥ 各 段 階 で の業 務 担 当者 に と って シ ス テ ムが適 切 か

⑦ 従 来 の シ ス テ ムか ら新 シス テ ムへ の移 行 が ス ムーズ にで き る

か

⑧ シス テ ムの 部 分 的変 更 が可 能 か

⑨ シ ス テ ムの 標準 化 は?
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(指 導上 の 留 意点)

シ ス テ ムの変 更 は 高 くつ くた め各方 面 での 評 価 が重 要 な事 を よ く

認識 させ る。 時 間 が あ れば 具 体 的 な シ ステ ム案 を評 価 検 討 さ せ る。

Pt-5.お もな参 考 文献

(書 籍)

○シス テ ム設 計 と管i理

OEDPシ ス テ ム設 計入 門

oプ ロ グ ラマ ー のた め の シ

ス テ ム設 計 入 門

oEDPシ ス テ ム設 計

oシ ステ ム設計 の手 引

oイ ン プ ッ ト ・シ ス テ ム 設

計

。 デ ー タ ・コ ー ドの 手 引 き

O電 算機 シ ス テ ムの 設計

(雑 誌)

o事 務 管 理(1968 .9)

○ 事 務 管 理(1966 .41)

o事 務 管 理(1968 .8)

・ 事 務 管 理(1968 .12)

高仲 顕(朝 倉 書 店)

前川 良博(日 刊 工業 新 聞社)

東 和 コン ピ ュー タマ ネ ジ メン ト(竹 内 書

店)

土 岐 秀 雄(日 本 経 営 出版 会)

日本 電 信 電 話 公 社 シ ス テ ム研 究 会

(日 本事 務 能 率協 会)

吉原 賢 治(日 本能 率協 会)

荻野 博 志

情 報 処 理 学 会デ ー タ ・コ ー ド委 員会

(情 報処 叩 学 会)

H.N.LADEN,T.R.GILDERS-

LEEVE(薯)

産業 能 率短 期 大学 シス テ ムデ ザ イ ン研 究

会(訳)(日 刊 工 業 新 聞社)

(特 集)EDP導 入 に 関 す る シ ス テ ム設

計12章

電 子 計算 機 の シス テ ム設 計

EDPイ ン プ ッ トシス テ ムの 設 計 と改 善

実 例 に よ る シス テ ム調 査 分析 の進 め方
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o事 務 管 理(19699)

Oマ ネ ジ メ ン トガ イ ド

(1970.1)

oマ ネ ジ メ ン トガ イ ド

(19696)

Oイ ン ダ ス ト リア ル ・エ ン

ジ ニ ア リそ グ

(19695)

o事 務 と経 営

(1969.7)

。 事 務 と経 営

(19693)

。事 務 と経 営

(1968.8)

o事 務 管 理`寸96710)

EDPシ ス テ ム設 計 ハ ン ドブ ッ ク

シス テ ム設計 の プ ロセ ス とそ の管 理

(特 集)コ ン ピュー タ と経 営

シス テ ム問題 特 集

帳 票 シ ス テ ム設 計

(特 集)経 営EDP化 と教 育

ED:PSと イン プ ッ ト

コー テ ィン グ ・シ ス テ ムに よ るEDP

S導 入 の基礎 固 め
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W(自 習)デ ー タ ・プ ロ セ シ ン グ概 説

IV-1.目 的

一 般 管 理 者 が必 要 とす る コン ピ ュー タお よび デー タ●プロセ シ ング に

関 す る 基礎 知 識 を 自 習 に よって学 習す る科 目で あ る。 さ き のデ ー タ

プロ セ シン グ の講 義 で 習得 した基 本 概 念 の 復 習 を 行 な うと と もに時

間の 関 係で学 ぶ こ とが で きな か った,基 礎 知 識 を プ ログ ラム学 習用

の テキ ス トな どを 使 って 自 習す る こ とが こ の科 目の 目的 であ る。

IV-2.内 容(合 計4H)

oコ ン ピ ュ ー タ3H

・ コ ン'ピ ユ 一 夕の 歴 史

・入 力 装 置

●中 央 処 理 装 置

・出 力 装 置

●デ ー タ伝 送

・ア プ リケ ー シ
ョン

oデ ー タ ・プ ロ セ シ ン グ1H

・情 報 の 蓄 積 と検 索(1 .R)

・T .s.s

(指 導 上 の留 意 点)

コ
.ンピユ 一 夕 の入 力装 置・ 中央処 理 装 置・ 出 力装 置 な どは ・ 自習 す る

前 に コ ン ピュ ータ ル ー ム を見 学 さ せ る。 自 習 で各装 置 の機 能 ・特徴 を

よ く理 解 さ せ る。1..RやT.S.Sで は そ の考 え 方,思 想 とい っ た 面

と利 用 ・活 用 とい っ た 面の知 識 を 習得 させ る。
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N--3.お も な 参 考 文 献

(書 籍)

O「 コ ン ピ ュ ー タ概 説 」

oコ ン ピ ュ ー タ 入 門

Oプ ロ グ ラ ム 方 式 に よ る

EDP入 門

○コ ン ピ ュ ー タ基 礎 講 座

一 コ ン ピ ュ ー タ の あ ら

ま し一

(「 コン ピュ ー タ基 礎講 座 」 の 第1分 冊 プ

ロ グ ラム学 習方 式 フジ ミ ック編)

日本電 気 情 報 処 理教 育 部編(日 本 能率 協 会)

(プ ロ グ ラ ム学 習方 式)松 平 誠著

(日 刊 工 業新 聞社)

小 沢 暢夫(一 橋 出 版)
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V (自 習)シ ス テ ム 設 計

V-1.目 的

自 習 を通 じ て シ ス テ ム設 計 に 関 し て さ きに講 義 で習 得 した 基礎 概 念

の 復 習 を行 な うとと も に,基 礎知 識 を補 足 す るの が この科 目の 目的

であ る。

V-2.内 容(4H)

oコ ー ド設 計

○ア ウ トプ ッ ト設 計

。イ ン プ ッ ト設 計

。 プ ア イ ル 設 計

○ コ ス ト分 析

(指 導上 の 留意 点)

コー ド設 計,ア ウ トプ ッ ト設 計,イ ン プ ッ ト設 計 ,フ ァイル 設 計 は

講 義 に よる基 礎 知 識 の 復習 を し,自 ら問題 を つ くり設計 演 習 を させ

る 。 と くに フ ァイル 設 計 では 順 次 ・直接 ・索 引順 次 の各 フ ァイ ル設

計 に ウ エ イ トをお い て 演 習さ せ る 。

■

ψ

V-5.お もな参 考 文献

(書 籍)

1・ コ・ン ピ ュー ター 基礎 講 座(プ ログ ラ ム学 習 方式)フ ジ ミ ック編

一 シ ステ ム設 計 と プ ログ ラ ミング ー

2.シ ス テム設 計 入 門 日本 電 気 情報 処 理教 育 部 編

(日 本 能率 協 会)

3.コ ン ピ ュー タ基 礎 講 座(プ ログ ラム学 習方 式)
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一 デ ー タ 処 理 の 方 法/企 業 シ

ス テ ム と情 報 一

4.リ ア ル ・タ イ ム ・シ ス テ ム

小沢 暢夫(一 橋出版)

Jマ ーチン(日 本経営 出版 会)
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一 般 管 理 者 向 け 企 業 内 コ ン ピ ュ ー タ 教 育

Bコ ー ス
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Bコ ー スの 目的 と概 要

Bコ ー スで は,Aコ ー ス で す で に学 ん だ コ ン ピ ュー タお よびデ ー タ処理 に

関 す る具 体 的な 事 例 お よび技 法 に つい て 習得 し,さ ら にマ ネジ メ ン ト ・サ イ

エ ン ス の応 用 に 関 す る基 礎 知 識 を修 得 す る こ とを ね らい と してい る、、

1デ ー タ プ ロセ シ ン グ概 説 では入 事 管 理 シス テム と販 売 管 理 シ ス テム の具

体例 の 研究 を通 じてAコ ー ス のデ ー タ ・プロセ シ ン グ概 説 で修 得 した 基 礎

知 識 の応 用 の図 れ る もの に す るこ とをね らっ て い る 、 この カ リキ ュラ ム で

は人 事 管 理 シ ス テ ム と販 売 管 理 シス テ ムを具 体 例 と して と りあ げて い るが ,

これ は 他 の よ り適 切 かつ 詳 細 な例 に よ って 置 きか え て もよい 。

Hシ ス テ ム設 計 で は フ ロー チ ャー トの 書 き方 を習得 す るこ とに よ り情 報 処

理 シ ス テ ムの活 用 の た め の具 体 的 な技術 を体 得 させ る こ とをね らっ てい る。

皿 マネ ジ メ ン ト 也サ イ エ ンス の応 用 で は プ ロ ジェ ク トを計 画 し,組 織 し統

制 す る ため に利 用 で きる マ ネジ メ ン ト ・サ イエ ンス の 応 用 に関 す る基礎 知

識 を 習 得す る こ とをね ら い とす る 。

教 育方 法 と して は教 育効 果 を 高 め るため に視 聴覚 媒 体 を活 用 す るこ とは

もち ろ ん,講 義 形 式 は ご く短 時 間 に と どめ て演 習問 題 と,ケ ース ・ス タ デ

ィお よびそ れ らの プ レゼ ン テー シ ョンを 中心 にす すめ るこ とが 必要 であ る 。

●

令
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1デ ー タ ・ プ ロ セ シ ン グ 概 説

1-1目 的

デ ー タ ・プ ロセ シ ン グ ・シス テ ムに関 す る具 体 的事例 を 研 究 す る。

研 究 の仕 方 はAコ ー ス で学 ん だ基 礎 知 識 を事 例 の各 段階 にぶ っつ け る

こ とであ る 。そ れ に よ って経 営活 動 の 中 で コン ピ ュー タの 活 用 を計 る

の に必 要 な 知識 の 習得 を行 な う。

(指 導 上 の留 意事 項)

単 に給 与 シ ステ ムの事 例 を紹 介 す る こ とよ り もグル ー プ学 習 の形 式

を採 って,受 講 者 に考 え た り,討 論 した りす る時 間 を与 え て指 導 す る 。

販 売 シ ステ ムの事 例 は 各 自の 自 習 に まかせ る 。

●

喝
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1-2Bコ ー ス にお け る科 目の位 置 づけ

デ ー タ ●プロ セ シvグBコ ー ス は,Aコ ース で 修 得 した基 礎 知識 を

具 体 的 か つ応 用 のは か れ る知 識 にす る部分 で,下 図 の太 線 で しめ した

とこ ろ であ る。 具 体 的 な給 与 シ ステ ムを通 じて シス テ ム設 計 の知 識 を

よ り理解 で き る一 般 管 理 者 を養 成 す る。

→》

.瞳

プ ロ ジ ェ ク ト

マ ネ ジ メ ン ト

'

一一116一



亀

1-5構 成 内 容 と時 間 配 分(3H)

1.給 与 シ ス テ ム の 事 例 研 究

1.1サ ブ シ ス テ ム の 例0 .5H

1.2シ ス テ ム の 目標 例1 .OH

1.5シ ス テ ム 要 件0 .5H

t-4月 初 処 理1 .OH

2.販 売 シ ス テ ム事 例 研 究(自 習)

2.1シ ス テ ム要 件

2.2シ ス テ ム の 概 要

1.給 与 シス テ ムの 事例 研 究(#1)

1.1 サ ブシ ス テ ム の例

(主 な項 目)

・ 毎 月 の給 与 計算 シ ス テム

・ 賞 与 計算 シ ステ ム

・ ベー ス ・ア ップに よ る 差額 計算 シ ステ ム

・ 年 末調 整 シ ステ ム

(指 導 上 の 留 意 事 項)

1.人 事,労 務 関 係業 務 の 中で の位 置 づけ

o給 与 計 算 シス テ ム

o労 務 統 計 シ ス テム

O考 課 シ ス テ ム

o人 事 記 録 シス テム

oス キ ルズ ・イ ン ベ ン トリ ・シス テ ム

oそ の 他

2.経 営活 動 全 般 の 中で,こ れ ら シ ス テム が どの よ うな 意 義

を もつ か 討論 し発 表 す る。

一一・117一
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c

#1国 税庁 の事例 に準拠

人事管理の コン ピ ュー タ活用実例集 ζ下)

労務管理研 究会刊

1.2シ ス テ ムの 目標(課 題)例

(主 な項 目)、

・ 人 件 費 の削減

・ マ ンパ ワ ー 問題

・ 事務 能 率 の向 上

・ 制度 ,賃 金体 系 合 理 化 の契 機 とす る

● 要 員計 画 ・要 因管 理 へ の活 用

・etc

(指 導 上 の留 意 点)

1.人 事 ・労 務 関係 へ の コ ン ピュー タ の活用 に大 き く分 け て

二 つ の 目的 が あ る。 一つ は 労働 力節 約 のた め に,他 の一 つ

は 企 業 の もって い る人 的 パ ワーを,も つ と も効果 的 に使 い ・

高 い生 産 性 を得 るため で あ る。 即 ち:一

・ 労 働 力 の節 約

・ 人 材 の有効 活用

シス テ ム の 目標 は,こ れ ら経 営活 動の 目的 に沿 っ て選 ば れ

て い る。

2各 自の 企 業体 にお け る具 体 的 問 題 と して 目標(課 題)を

考 え て討 論 し発表 す る。

3.コ ー ド体 系 の 検 討

人 事 異 動 に よっ て,職 場 が 変 る た び に職 員の識 別 コー ド

も変 え る必 要 が あ るか ど うか検 討 す る。

Pコ ー ド体系 を各 人 に考 え させ る 、

-119一



oコ ー ドと し て,「 職 員番号 」 と 「課 員番 号」 を併 用 す

る案 を紹 介 す る。

「職 員番 号 」 は,機 械 が職 員 を識別 す るた め に使 用 す る

もの で,採 用 か ら退 職 まで変 わ ら癒 い。

「課 員 番 号」 は,人 間 が職 員識 別 の た め に使用 す る もの

で,所 属 が 異 動 したつ ど変更 に な る。

4、 チ ェ ック ・シス テ ム

入 力 を正確'にす る。

・ チ ェ ック ・デ ィ ジ ッ トを つ け る

'タ ーン ・ア ラ ウン ド方 式

あ らか じ め氏 名等 を 出力 したOCR用 紙 を 使 用 し,

そ れ にデ ー タを記 入 す るな ど。

1.3シ ス テ ム要 件

(主 な項 目)

。 対 象職 員数

30,000人

。 対 象地域

関 東,上 信 越,大 阪,名 古 屋,各 地 域 を傘 下 に収 め る。

o人 事 異動 が 非 常 に多 く一 時 期 に1矯 以 上 の職 員 の異 動 が

行 な わ れ るの で,こ の取扱 い を容 易 にす る。

(指 導 上 の 留意点)

1.イ ン プ ッ ト ・デ ー タの 作成 方 法

発 生 デ ー タ の量 が 多 く,ま た 発 生場 所 が散 在 してい る の

で,デ ー タ の入 力 の 仕 方 が シス テ ムの 良否 を きめ る。

oデ ータの 入力方 式 を受 講生 に検 討 させ る
。

O各 自の 案 を 検 討 させ た 後 ,磁 気 マ ー クセ ンスrカー ドに

よる入 力 を 紹介 す る。BULL-GE社ULP二ML
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1-4月 例 処 理 一 給 一与計算

(主 な 項 目)

6イ ン プ ・ トの 種 類

Dパ ン チ カー ドに よ るデ ー タ

① 基 本 報告 書

氏 名,生 年 月 日,etc.

② 特 例計 算 結果 デ ー タ

異 動 の 手続 きが遅 れ た場 合 な どに数 ケ 月自分 の過 不 足 を

当 月 で精 算 す るため に,手 計 算 結 果 を直 接入 力 す る。

⑤ 累積 訂正 デ ー タ

ア ウ トプ ッ ト書類 を 訂正 した もの につ い て,そ の訂 正 内

容 を入 力 す る。

iDマ ー クセ ン ス ・カー ドに よ るデ ー タ

④ 超過 勤 務 カー ド

⑤ 物 資経 理 カー ド

⑧ 貸 付 金 カー ド

⑦ 通 勤 手 当 ・扶 養 カー ド

⑧ 住 民 税 カ ー ド

⑨ 宿 舎 費 カー ド

◎ 発 令 事 項 カ ー ド

(臨 時 的 な もの)

⑪ 年 末 調 整 カ ー ド

⑫ 期 末 勤 勉 手 当 カー ド

⑮ そ 及 追給 カ ー ド

Oア ウ トプ ッ トの 種 類

① 給 与支 払 明 細 書

② 基 準 給 与 簿

一121-一一



③ 金種 別書

④ 宿舎 使用 料金表

⑤ 控除明細 書

⑥ 住民税表

⑦ 現給報告 書

⑧ 貸付金返 済通知 書

(臨 時的な もの)

⑨ 給与簿

⑩ 昇給予 定者 名簿

⑪ 源泉徴収 票

。 プロセスの概要

一122一
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給 与 計 算 プ ロ セ ス の 概 要 図

マ ス タ ー

ア ー フ

1 RUN2

チ ェ シク ・ リス ト

〔
デ ー タ カ ー ド

RUN1→ 課員番号順
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}

〉
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(指 導 上 の 留 意点)

1。 次 の 諸 点 を各 人 に考 え させ る。

給与 計算 の プ ロセ スで

oRUN1とRUN2の 間 で 課員 番 号順 に分 類 させ るのは な ぜ か
。

oRUN2の デ ー タ ・チ ェ ックの 内 容 には どの よ うな もの が あ る

か

Ex,マ ス タ一-vaなL・ デー タ

デ ー タの 記入 誤 り

ORUN2の 出 力 であ るチ ェ ック リス トは どの よ うに取 扱 った ら

よい か。

Ex,該 当者,事 業所 へ回 付 し て,チ ェ ックを行 な わ せ た り,

提 出デ ー タの控 として利 用 させ る。

。RUN2の 職 員番 号 付番 は ,マ ス ター テ ー プ新 設 の コ ー ドが付

け られ た デ ー タ ・レコー ドが 入 っ て きた とき に,入 っ て きた 順

序 に従 って 連番 で 付番 す る もの であ る。

。RUN3で は,ど の よ うな順 序 で諸 手 続 きが進 行 す るか
。

マ ス ター更 新

① 異 動 事 項(扶 養手 当,通 勤 手 当等)

② 訂 正 事 項(前 月 イン プ ッ トした デ ー タの誤 り等)

給 与 支 給額 の 計算

① 超過 勤 務 時 間等 の例 月 の デ ー タ処 頂(更 新 後 の マス タ ー

テ ー プを使 って行 な わ れ る)
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2販 売 シス テ ムの 事例 研 究(自 習)

2-1シ ステ ム要 件

(主 な項 目)

○ 請 求 書 お よび 売上 明細 表 は 月1回 作成 し,各 地 の得 意先 へ渡

す。 これ に よ り代金 を原 則 として一 括 回収 す る。

O各 営業 所 は,得 意 先 別,商 品 別販 売状 況 を即 日把握 した い,

また全 品 目の在 庫 状 況 表 は,日 報 として ほ しい 。

o注 文 伝 票,入 出 庫伝 票 は,毎 日発 生 し即 日処 理 したい 。

O納 品 通 知 書,出 荷指 示 書は,注 文 デ ー タ に もとつ い て即 日作

成 しだ い 。

o・

O

O

O

o

●

対 象商品 数 。2,000温 目

対 象 得 意 先 数:1,000店

対 象伝 票 件数:10万 枚/月

営 業所:15ケ 所'(・ 、ie本全 国各 地)

輸送 セ ン タ ー一,倉 庫,5ケ 所 、

工 場:2ケ 所

(指 導 上 の 留 意 点)

Oシ ス テ ム要 件 の各 項 目を よ く検討 させ た 土,t"こ れ ち の要件 を

満 た す ため には どの よ うな シ ス テ ム構成 が 可 能 か 調 べ させ る。

。 十分,上 の 項 目を考 え させ た後,テ レタ イ プ網 を使 っ て バ ッ

チ処 理 で解 決 す る例 の一 部 を以 下 に紹 介 す る。

o対 象伝 票 件 数が50万 枚/月 以 上 にな る と,オ ン ライン処 理

の形 態 を採 る必 要 性 に迫 られ る。
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●

7

2-2シ ス テ ム の概 要

(主 な 項 目)

oテ レ タ イ プ 網:50ボ ー 回 線

○
中 央

コンピュー タ

○
⑧

○ ・営業所 端和5ケ 所

9・ 輸送セン・端 末 ・・ケ所

⑧ ・工繍 末 ・2ケ 所

O入 出 力自動 タイ プ ライタ ー を端 末 に使 う。

伝 票 の起 伝

テ レタイ プ ●テー プの 作 成

テ レタイ プ受信 テ ー プに よ る各 種 帳 票 類 の 作成

一一1t27一



Ψ

タ
ー

デ支柱

Ψ

PUNCH

,納 品 書

売.上 ・伝 票
コ ン トロ ー ル

蕊 己 。,.轍 カード1

KEY

インプツ

デ 一夕

読取 りせん孔演算装置つき

タイプライター

了晶 力三ヨ

〔欝竺 ∵∴ 翼㌶=1
変 動 す る数 量 ・単 価は,KEY-INす る。

oデ ー一夕処 理 の 流 れ

MDPS+EDPS-一 一一(注1)

① 引 合 が あ る と在庫 一 覧 表,信 用 状 況一 覧表,単 価 表 な どが 参

照 さ れ商 談 が行 な わ れ る。 ま と まれば 注文 デ ー タが 作 られ る。

② 注 文 デ ー タか ら売 上 伝 票 お よび テ レタイ プテ ー プの作 成 まで

を,入 出力 自動 タ イ プ ライタ ー に よっ て行 な う。

・KEY-INす る項 目

数量,単 価
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■

・ エ ッヂ カ ー ドよ り自動 タ イ プされ る項 目

得 意 先 コー ド,得 意 先 名

品 番,品 名

'エ ミ ッタ よ り自動 タイ プ され る項 目

年,月,日,伝 票 種 別

・演算 部 で 自動 計算 され タ イ プされ る 項 目

全 額(単 価 ×数 量)

③ テ レタ イプ テ ー プに よ り,デ ー タを 中央 コン ピ ュ一 夕ヘ テ レ

タ イ プ送信 す る。'

④ 中央 コ ン ピ ュー タの サ イ ドで は,デ ー タ を 紙 テー プの 形 で

受 け と り,こ の紙 テー プを コン ピュー タの 入 力 とす る 。

⑤ 逆 に 中 央 コ ン ピュー タか らのデ ー タは,紙 テー プの 形 で出 力

され,営 業 所,輸 送 セ ン ターヘ テ レタ イ プ送 信 され る。

⑥ 営 業 所 な ど で受 け た テ レタ イ プ受 信 テ レタイ プは,入 出 力自

動 タイ プ ライ タ ー にか け られ,各 種 帳票 類 に 直 さ れ る 。

の 輸 送 セ ン タ ー では,中 央 コン ピ ュー タか らテ レタ イ プ送信 さ

れ て きた 出荷 指 示 書 に した がって 出庫,納 入 す る 。

こ の 出 荷指 示 書は,営 業 所 で起 伝 され た 売上 伝 票 とほ ぼ同 じ

内容 であ る。

⑧ 在庫 デ ー タ,納 入 確 認の デ ー タな どは輸 送 セ ン タ ーか ら タ イ

プ イ ン さ れ る。

(注1)MDPS

ManualDataprocessingSystem

。 デ ー タ処 理 の 側 面 か らみ た サ ブシ ス テ ム合 成 図

50ボ ー回 線 で結 ば れ た営業所,輸 送 セ ン ター お よび 中央 コ

ン ビ ・z－夕三 者 の間 のデ ー タ処 理の概 要 を 第6図 に示 す。

。 中央 コ ン ピュ ー タ ・サ イ ドのデ ー タ処 理 の概 要 を 第7図 の ブ ロ
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セ ス ・チ ャー トに示 す 。図 中では

・ 受 注 と出荷 システ ム

'・ 販 売 統 計 システ ム

に関 す るデ ー タ処 理 過程 の一 部 が載 せ て あ る。

(代 金 の回 収 シス テ ム につ い て は,課 題研 究 または演 習 問題 とし

て残 され る)
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基 準 給 与 簿

第 3 図
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第4図
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区 分 現員 職 員 俸 給 扶 養 手 当 暫 定 手 当 調 整 手 当

l
l25%

,人 円 円 円 円

管

理

職

20%

16%

12%

「
A・、]

＼

10%

8%

計

事

務

職

員

一 般

　

本 務 者

併 任 者
.

半 減 者

施

設

職

員

医

療
職

一 般

1

本 務 者
■

べ ±'・

'

,

併 任 者 三

1

半 減 者
も

1

一 般

半 減 者

合

計

一般 ・本務者

併任者

　 　 　 　 　 　 　

半 減 老

無 給 床 職 者

休 職 者

月16日 現在 署(局)名 Na

現 総 計 管理職手当
通 勤 手 当 超 過 勤 務 手 当
人 員 金 額 1時 間当り所要額 平均単価

円 円 入 円 円 円

一131一





●

課 員 番 号 簿

第

:

i

!課

1

課 員番号

i

氏 名 職員番号

|

1

事 由 俸給表

1

等級号俸 俸給月額 昇給月
調整

手当

暫定

手当

〈

i

i

円 月

… 一一ー －L～ _,_一 一 」_一+～_一
1

、r-'、^「 一^ 一 一

1

一 一 ～一一

!

い

. '.← ρ.

_,'一
一二 rr--r

『_←
㎡,一 －A',L-、 r、 ・

～

L「F.一 　 .

∪

li

|

i
l

|1

}

ー,
`

ー
(

|

1

…

い

i

'、 !
ざ

1

1

2

3

4

行→5

行⇔6

税務7
研究8

一一

麗
指定

0:無 給 地

1:甲 地

2:乙 地

給与支給明細書

給 与 支 給 明 細 書

5

i課

l

i氏 名

i

課 員番号i月 分'俸 給表 等級 号1時 間 減 額

⊂:li}LL-.」

、1

俸給支⇒ 捲 手当齪 手当声 調整頓・

所

⇒　　麩ーL「1、
一 一/一

説得

、

一
一

1.「
ー

↑l

ll、1

ヒ 二 二 ニ1コ!i

.L- "_一._.1.一.一..一 一一.,、...一_一」 二=一 一|

図

局署( ) 柘

特 別

調整額

初 任 給

調整手当

扶養手当

通勤手当

適

用

税

表

馨
藷響

扶

養

親

族

自

己

該

当

障
害

者

人
員

宿舎使用料
住 民 税

(第2期 以降)

休職者の支給率

配偶者

長 子
その他 本俸

調整

暫定
扶養

% 円 人 円 人 人

()

()

円 円 % % %

一 ・
一一一
〔 一 「

;!

|

!'〔-

～_
、、 ＼ 一 }

＼
一

㌦

、 一"一一

()

(丁

()

ド、一1
_0

1

2

0,1,2級 地

3級 地

4級 地

1

2

3

600円

1.000円

1,600円

適用税表 控除対象 扶養親族 自己該当 障害者

1:甲 配 偶 者2:老 年 者

2:甲 特 ※は特例3:寡 婦()内 は
3:乙1:有 適用者4:勤 労学生 重度障害者

o

給与期間

昭和 年 月 日 ～ 月 日

庁 局 署 課

'斑i-
1特灘175%

ll'一 　 ロへ

所得税累計 宿 舎 費

tz5%

1

住 民 税

150%時 間計1超 幽 等金額 その他{1)

ト

そ の他{3〕 1疏1通勤鞘1還i慧 謙
irli『

il

l==コ
⊥1

|
1=rv甲'一 一 →

レ一 一・・一…

ヘコへ

L____」
ー

1 ]
.1

寸





ー

↓
倒

ω
1

サ ブ シス テ ム合 成図

一 デ ー タ 処 理 の 側 面 の み 一

策6図

信用状況

在庫一覧表

日 報

商品別売上

目 報

得意先別

売上目

報

セールス マン別

売上一覧表

営業所別

売上統計

商 品 別

損 益 表

自動 タ イプ

ライター

/
送∋

顧 客

納 品 書

売上 伝票

国

出金伝票
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テ レタ イプ通信

売掛金一覧

売上ベス ト

セ ラー
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売 上 高

債 権状況
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1
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請 求 書
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回

受 領 書

(納 品書の写し)

入 出 力

輸送 センター 自動 タ イ プ

(倉 庫)ラ イター

50ボ ー回線





プ ロ セ ス ・ チ ャ ー ト一 例

注 文

プ アイル

注 文

プアイル

受 注

プ アイル

納 品 書 掛売入金

図

調整デ ータ

s

編 集
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庫
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プ アイル
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チ ェ ック ・リス ト

チ ェック ・リス ト
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経 費

更 新

掛 金
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(指 導 上 の 留意点)

1.入 出 力 自動 タ イ プ ラ イ ター一(さ ん 孔 タ イ プ ライ ター一)の 役 割

を説 明す る。'.

さん孔 タ イ プ ライ ター一の最 も簡単 な 構成 は,(a)の よ うに キ ー

ボ ー ド,プ リン タ,テ ー プ リーダ,テ ー プパ ン チお よび 制 御部

各1組 よ りな り,プ ログ ラム制 御 に よ り打 鍵 印字,打 鍵 印字 さ

ん 孔,テ ー プ読 取 印刷,テ ー プ読取 印字 さ ん孔,テ ー プ読 取 さ

ん 孔 の 動 .作を 組 合 せ て実 行 で き る。 また(b)の よ うに補 助 パ ン チ,

補 助 リーダ,付 加計算装置 を もった構 成の場 合は,エ ッヂ カー ドよ

りの半 固 定 デ ー タの読 取,印 字,さ ん孔,フ ル テ ー プ,セ レク

トテ ー プの同 時 作成,簡 単 な 計算 の 同時 実 行 が で きる。

.エ ッヂカ ー ド

繰 返 し使用 す る半固 定デ ー タ(品 名 と品 名 コー ドと単 価,得

意 先 名 と得意 先 コー ドな ど)を エ ッヂ カ"ド 化 す る と作 業 能 率

が向 上 し同 時 に タ イプ ミス も少 な くな る。

付加計算
装 置

■

制 御 部

テープ'

パ ンチ
プ リンタ

テrフ'

リrダ

＼ キーボー ト/

チーフ

パンチ

制 御 部

屡 プ…
キ ー ボ ー ト

テープ
エッジ

カー ド
パンチ

薗
(a) (b)

■

(さ ん孔 タイ プ ライ タ ー の構成)

2.プ ロ セス チ ャー トの例 では,① 受 注 と出荷 シ ス テ ム ②販 売

統 計 シス テ ム を構成 す るEDPSの 内容 であ る ⑤代 金 回収 シ

ス テ ム につ いて各 自 に考 え させ る。

・-15・7-一



お もな参考文献

(書 籍)

O

O

O

O

O

O

O

。

O

O

O

O

O

O

雑

O

O

O

O

(

o
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皿'シ ス テ ム 設 計

u--1目 的

この コー ス で は,シ ス テ ム設 計Aコ ー スの基 礎知 識 に も とつ い て,

プ ロセ ス・チ ャー トな どの基 礎 知 識 とそ の 作成 能力 を養 うこ とを 目的 と

してい る 。 プロ ジ ェ ク ト管 理 を うま く実 施 す るため には,一 般管 理者

が,プ ログ ラムな どの作 業 内容,仕 事 の特 殊 性 な どを よ く理解 し てい

な け れ ば な ら ない。 プ ロ ジ ェ ク ト ・マ ネ ジ ャー は プログ ラ ムが プ ロ グ

ラ ミングの時に作成す るプ ログラム'フ ロー チ ャー トの作 成 は 出来 な い ま

で も,プ ロセ ・ス チ ャー トを 作 成 す る能 力は 身 につ け て お き た い 、 フ ロ

ー チ ャー トな どの 作 成 能 力 を養 うと云 うこ とは
,論 理 的 な 物 の考 え方

を養 い,情 報 の 流れ の把握 や処 理手 順 の把 握,し い て は シス テ ム的 な

業 務処 理 に おけ る種 々 の能 力を 身 に つけ させ る ことに な る。 以 上 の理

由か ら フロ ーチ ャー トの作 成 か ら ドキュ メン テーシ ョン にい た る一 連

の 処 理 に関 す る基礎 知 識 や 作成 能 力 を学 習 す るの が,こ の科 目 の 目的

に な る。

、

■
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皿一2Bコ ー ス にお け る科 目の位 置 づ け

シ ス テ ム設計Bコ ースは,シ ス テ ム設計Aコ ー ス の さ らに詳 細 な部

分 の基 礎 知 識 を習得 し,シ ス テ ム設計 に必 要 な能 力 を養 う部 分 であ る。

図 の太 線 で示 す 部分 にあ た る。

＼ 、 /'
＼ ,/＼
＼//＼

～_/"

/
'ノ
/

◆
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◆

ff-3構 成 内容 と時 間配 分(合 計4H)

1

2

3

4

5

6

7

フ ロ ー チ ャ ー トの 記 号1H

プ ロ セ ス ・チ ャ ー トの 作成1H

プ ロ グ ラ ム ・フ ロ ー チ ャ ー ト

プ ロ グ ラ ミン グ1H

テ ス ト'ア 一 夕

デ ィ バ ッ グ

ドキ ュ メ ン テ ー シ ョン1H

(指 導上 の 留 意 点)

プロセ ス ・チ ャー トの作 成 能 力 を養 うこ とに ウ ェ イ トをお く。 した

が って プ ロ セ ス ・チ ャー トの 作成 演 習 を行 な うこ とが 効 果 的 で あ る。

皿一4内 容 項 目

1.フ 四一 チ ャ一一トの 記 号 一

(主 な 項 目)

。フ ロー チ ャー ト記 号 の種類 と使 い 方

・基 本 記 号

処 理 記号,注 釈 記 号,入 出 力記 号,結 合子 記 号,矢 印記 号,流

れ線 記 号

。プ ログ ラ ミン グ関 係 の 記 号

判 断 記 号,準 備 記 号,定 義 ずみ 処 理,端 子,割 込 み 記 号,並 列

処 理記 号

・シス テ ム関 係 の 記 号

穿 孔 カー ド記 号,カ ー ドデ ック記 号,カ ー ドプ アイ.ル記 号,書

類 記 号,磁 気 テ ー プ記 号,穿 孔 テー プ記 号.オ ン ラ イ ン記 憶 記

号,磁 気 デ ィス ク記 号,磁 気 コア記 号,磁 気 ドラム記 号,組 合

せ 記 号,抜 出 し記 号,照 合記 号,分 類 記 号,オ フラ イ ン記 号,

-r141 ...



表 示記 号,手 操 作入 力記 号,手 操 作記 号,補 助 操 作記 号,通 信

リン ク記 号

(指 導 上 の留 意 点)

流 れ図 作 成 用 定規(テ ンプレー ト)を 配 布 して記 号 の解 説 を す る。

2.プ ロセ ス ・チ ャー トの 作成

(主 な項 目)

oプ ロ セ ス とは

プ ログ ラム を1回 ロー ドす る こ とに よ って お こ なわ れ る一－paの

コ ニそ・ピ ュ一 夕 によゐ 情 報 処 理

oブ ローi2ス・チ ャー トとは

1つ の 情 報処 理 を構成 す る プロ セス 相互 の関 係 を所 定 の 記 号 を

使 っ てあ らわ し た流 れ図

(例)

トランザクシ ョン

プアイル

RUN1
カー ドから

磁気テープへ変換

トランザ

クシヨン

プ アイル

マ ス タ ー

フ ア イノレ.

RuN弄2

ファイルの更新

ニ ュ ー

マスター

フ ァイル

↓

RUN書3

印 刷

↓

文 』

ノ
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Oプm－ セ ス ・チ ャー ト作 成 の 目的

③ 対 象業 務 の処 理 内容 と手順 の全 体的 相 互関 係 を 把握 す る。

② ラン 番号,イ ン プ ッ ト番 号,ア ウ トプ ッ ト番 号 の設 定

③ プ ログ ラムの 数 と機 械処 理 時 間 の把 握

.プ ロセ ス ・チ ャー ト作 成 演 習

(指 導 上 の 留 意点)

実 際 の業務 を プ ロセ ス ・チ ャー トに 書 く演習 を す る 、

5.プ ログ ラム ・フロー チ ャー ト

(主 な項 目)

Oプ ログ ラム ・フ ロー チ ャー ト作成 の 目的 ・

Oプ ログ ラム'フ ロー チ ャー ト作成 の 演 習

(指 導 上 の留 意点)

簡 単 な 例題 で プ ロ グ ラム と フロ ー チ ャー トとを対 比 させ な が ら

解 説 をす る 。時 間 があ れ ば演 習を す る。 フ ロー チ ャー トを 通 し て,

論 理 的 な物 の考 え 方 を養成 す る 。

●

4.プ ログ ラ ミング

(主 な 項 目)

○ アル ゴ リズ ム の概 念

問 題 または デ ー タが 与 え ら れた とき,そ の解 法 または 処 理 手

順 を記 述 した も の。

○ プ ロ グ ラ ミン グ 言語

言語 の種 類 と特 徴

(指 導 上 の 留 意点)

各 言 語 の もっ 特 徴 を よ く理 解 させ 処 理 業 務 に どの言 語 を使 え ば

適 当 かを 思 考 させ る。 時 間 が あ れ ば套 語 の 内容 の 簡 単な 説明 を加
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え る。

5.テ ス ト ・デ ー タ

(主 な 項 目)

○ テス ト ・デ ー タ の 目的

(指 導 上 の留 意点)

あ ら ゆ る条 件 のテ ス トが で き る

識 さ せ る。

テ ス ト ・デ ー タ の重 要 性 を 認

6.デ ィ バ ッ グ

(主 な 項 目)

oデ ィ パ ッ ク とは

プ ログ ラム が正 し くコー デ ィ ン グ され て い るか を チ ェ ックす る

こ・と。

○ 机 上 デ ィパ ック

コ ン ピュー タを 使 用 す る前 に机 の 上 で プログ ラム を チ ェ ック す

るこ と。

oマ シ ン ・デ ィパ ック

コ ン ピュー タ を 使 用 して プログ ラ ムの テ ス トをす る も・の,コ ン

ピユ 三 夕 に よつ て 発見 された 論 理 的 な エ ラー な どが 翻 訳 リス トに

印 刷 され る、そ の翻 訳 リス トでの デ ィパ ック ・テス ト ・デ ー タを

使 って その 結果 で プ ログ ラムの テ ス トを す る。

○ テ ス トラン

マ シ ン ・デ ィ パ ックで発 見 で きな か っ た プ ログ ラム の ミス を 実

際 のデ ー タ を使 用 して テス トす る。

(指 導上 の 留意 点)

完 全 な プ ログ ラ ムの 作成 が 本番 の業 務 を実施 す る際 にお い て如
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何 に大 切 な もの で あ るか を 認識 させ る。

7.ド キ ュ メン テー シ ョン

(主 な 項 目)

○ ドキ ュ メン テ ー シ ョン(目 的)

情 報処 理 を実 施 す る前 に業 務 担 当者 に業 務 内容 を 明確 に解 説 す

る文 書。

○ 様 式 の種類 と用途

・ シ ステ ム仕 様 書

・ プ ロ グ ラム ・マ ニ ュア ル

'オ ペ レー シ ョン ・マ ニ ュ ア ル

(指 導 上 の 留意 点)

文 書化 の方 法 と文 書 の管 理 方 法 を 理解 さ せ る。業 務 内 容 を文 書

化 して整 理 して お くこ とが ス ムー ズな業 務 の運 営 を可 能 に す る こ

とを認 識 させ る。
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O
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プロ グ ラム ・フ ロー チ ャー ト 岸 田孝一,三 田守 久(日 本生産性本部)

流 れ 図 の書 き方 西村 恕 彦(㈱ 企 画 セ ン タ ー)
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プ ログ ラム学 習 に よ るJ.A,サ クソン(著)三 重 野博 司(訳)

COBOL語 刈門(ダ イヤモ ン ド社)

フ ロー チ ャー ト演 習 大林 久 大(日 本 経 営 出版 会)

○ 図説 電子 計算 機 と プログラミング 日本 電信 電話 公 社(オ ー ム社)

O電 子 計算 機 の プログ ラ ミング 高 須 達(日 刊工 業親 閲社)

Oフ ロー チ ャー ト入 門 ・松木 憲 治(著)(オ ー ム社)

(雑 誌)

oソ フ トウ ェア科 学(1970.11.25)小 川豊 顕(産 報)

o事 務 管 理(1966.11)ソ フ トウェアとプログラミング(三 浦 宏 文)

o事 務 と経 営(1968 .5)分 析 改 善 の 図表 化(岸 田 孝一)

◆
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董 マ ネ ジ メ ン ト ・サ イ エ ン ス の 応 用

皿 一1目 的

この コー スは,マ ネ ジ メン ト ・サイエ ン ス に 関す る基 礎 知 識 を習 得

す るこ とを 目的 とす る 。今 日,企 業 環境 が急 激 に変 化 して い る な か で

企 業 が厳 しい競 争 に打 勝 ち,環 境 変 化 に対 応 し て生 きの び成 長 して い

くため には,膨 大 な情 報 を採 取 しそ れ を迅 速 に適 格 に処 理 し て 意志 決

定 を行 な い,そ れ を 即 時 に実行 に移 してい かね ば な らな い 。 この こ と

は今 までの人 間 の経 験 や勘 の範 囲 を超 え,マ ネ ジ メン トに もサ イ エ ン

ス に よ る合 理 的裏 づ け を 活 用 して 賭 の な い迅速 な運 営 をす る こ とが 必

須 にな って き て い る こ とを意 味 して い る。

この コ ース は 一般 管 理 者 が プ ロ ジ ェ ク トを 計 画 し,組 織 し,統 制 を

行 な ってい く際 の 道具 とし て のマ ネ ジ メン ト ・サ イエ ン ス とい わ れ る

もの の基 礎 知 識 を与 え よ うとす る もの で あ る。 ・》,
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皿 一2Bコ ー ス にお け る科 目の位 置づ け

マ ネ ジ メ ン ト ・サ イ エ ンス の応 用 は,マ ネ ジ メ ン トの領 域 に サ イ エ

ン ス を,あ るいは そ の考 え方 を,^い か に した ら導 入 で き るか とい う点

に 関 し基 礎 とな る知 識 を付与 す る。 下図 の 太 線 で 示 してあ る よ うに プ

ロ ジ ェ ク ト ・マネ ジ メ ン トに統 合 され て い くべ き もの で あり,そ の た

め の科 学 的 合 理性 を.与え る こ とがで き る よ うな知 識(考 え方 とか手 段)

を提 供 す る もの であ る。

/

＼

/

/

//へ ・＼

・一_～ ノ

/

/
ノ

/ノ

/
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●

皿 一5構 成 内 容 と時 間 配 分(合 計`tiH)

1.シ ス テ ム に 関 す る 概 念

1.1シ ス テ ム の 概 念 と方 法

1.2コ ン ト ロ ー ル 理 論

1.5行 動 シ ス テ ム 論

2.管 理 技 法

2.1確 率,統 計

2.2オ ペ レーシ ョンズ ・リサーチ技 法

(指 導上 の留意点)

O.5H

O.5H

O.5H

1H

1.5H

マ ネ ジ メン トの 中 に サイ エン ス を導 入 し よ う とす る際 の 基礎 知 識

を付 与 す る こ とが こ の コー ス の 直 接 の 目的 だ が,個 々の 細 かい知 識

を一 つ 一 つ 与 えて い くとい うこ とよ りも,む しろ マ ネジ メ ン ト ・サ

イエ ンス の 手 法 を適 切 に応 用 で き る立 場 にた て る こ と,少 な くと も

マ ネジ メン トに サ イ エ ンス をで き るだけ 導 入 し よ うと真 剣 に考 慮 す

る よ うな一 般 管 理者 を 育 成す る こ とを 目標 とす る。 す なわ ち こ の コ

ー ス を通 じ て 知識 の増 大 を図 る よ りもむ しろ全 体 的 な マ ネジ メ ン ト

能 力 の 向上,あ るい は 態度 の 変 革 に重 点 が 置か れ るべ きで あ る 。

そ の た め には マ ネジ メン ト ・サ イ エ ンス の カ テ ゴ リー に 入 る もの

を バ ラバ ラに 教 え て も意味 は な い。 む しろ全 体 の体系 の 中 で個 々の

知 識,技 法の位 置づ け を 理解 させ る こ とが望 ま しい 。 また一 方 い わ

ゆ るマ ネジ メン ト ・サ イエン ス といわ れ る もの が非 常 に新 しい 学 問

分 野 で あ り,個 々の 部 分 で も発 展途 上 にあ るた め 個 々の 技 法 の 可 能

性 と理 解 を求 め る上 で の種 々の 制 約条 件 か ら くる限 界 も留 意 し て教

え る必 要 が あ る。

斑一4内 容 項 目

1.シ ス テ ム に関 す る概 念
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一 一
1.1シ ス テ ム の概 念 と方 法

(お もな項 目)

Oシ ス テ ムに 関 す る概 論

● シス テ ムの一 般 的 定 義

● 環 境 と の関 連 に おけ る閉 シス テ ム と開 シ ステ ム

・ 入 出 力変 換 として の シス テ ム の行 動 力 と この行 動 を行 な わ

せ る要 素 の結 合 関係 として の 構造

・ サ ブシ ス テ ム

'シ ス テ ムの 分 解 と合 成

あ る行 動特 性 を有 す るシ ス テ ムをそ の サ ブ シス テ ム と結 合

様 式 に分 解 す る問題 お よび そ の サ ブ シス テ ムを別 の結 合 様 式

で 結合 した場 合 の行 動 特性

○ シス テ ム方 法 論

'シ ス テ ムモ デ ル

・ 数学 的表 現 に よ るモ デ ル概 念 の 明確・化

・ ブ ラ ッ クボ ックス

・ モデ ル に よ る シス テ ムの 分 解 と合 成 の方 法

oシ ス テ ムの類 型

'論 理 的 シ ス テ ム

・ 機 械 シ ス テ ム

'生 物 シ ステ ム

・ 人 間 シ ス テ ム

・ 人 間 ・機 械 シス テ ム
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プロジェク トマ ネジメン トの ための マ ネジ メン ト の体 系

行動 システムニ

行動科学

↓
システムに関する基本概念

確 率 統 計

オペ レーションズ

リサーチ技 法

シミュレーシ ョン技 法

インダス トリアル ・
エンジニア リング

品 質管 理

価 値 分 析

自動 制 御 理論

一コン トロール理 論

サイノ鵠ティクス'情報 と制 御

'

線 形 計画

割 当問 題

輸 送 問 題

取 替問題

ゲ ー ム理論'る

二 入 札 問題

在庫 理論

待 合 せ

予 測

ダイナミック・プログラミング

PERT,CPM

多変量 解 析

探 索理 論

信 頼 性

報処 理 とい う観 点 か ら整 理 して

1… 概念と方法

また,マ ネ ジ メ ン ト ・サ イ エ ン ス を

み る と,次 の よ うに な る 。
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1

一

切
N
ー

_r　 嚥 … 方…… 当

情報網/

Lタ 齢 蜥齢

「個 別 的 技 法 」

標本調査法,物理計測の方法

社会",対 比較法

〔擬 麟 相 乗法・酬 技法
多変量,解 析法,数 量化技法

数値計算法

代替案の作成

代替案の評価選定一

「共通技法」 「個別理論」

システム設計の一般的方法

アイディア活用 法デルファイ法

ネ ッ トワーク管理法

PERT、CPM

待辞 パ ・レーシ・ン

確割 賦 助 法
数値計 算

インダス トリアル'エ ンジラアリン.

グ

礁竃_

最適法

(
1、P

DP

CPM

連続関数の微分法

シミュレーション技 法

単 位 時 間処 理 法

(発生事象逐次処理法

マ ク ロモ デ ル

(ミクロモデル

単 一 システム ・
ノ シ ミ

ュ レ ー シ ョン

(多 数システム
シ ミュレーション

イン ターラ宥 シプ リ

ナ リ・ア プロー チ

標本 理論

自動制御理論

統 計 学

数値解析

システム理 論

流 れ 学

人 間工 学

待合 せ邪 論

トラフィック

理論

情 報 理論

ゲーム理論

決定理論

■



(指 導上の留意点)

内部 構造 でな く全体 に対す る部分 の機能すなわ ち行動特性 に着

目し,そ れらの結 合による全体の特性 を解析する方法論 としてシ

ステ ム思考 の有用性 を理解 させる。

1.2コ ン トロー ル理 論

(お もな 項 目)

。 機 械,生 物 か ら社 会組織 に わ た る制御 あ るい は管 理 の科 学 と

して の サ イバ ネ テ ィ クス の思 想 と方 法論 。

●

O

O

O

O

o

計 画 お よび制 御 の行 為 と して の コ ン トロー ル

計 画 お よび制 御 の情報 論 的 な見 方

機 械 の コン トロー ル

人 間 の コ ン トロー ル

階 層 関 係 に お け る コ ン トロー ル をサ イバ ネ テ ィク ス の コ ン

トロー ル理 論 で説 明,こ こで機 械 の コ ン トロー ル と対 比 し

て本 質 的 差異 を み る。

人 間 や機 械 を含 む複 雑 な行動主 体 の コ ン トロ ー ル に つい て

(指 導上 の 留意 点)

サ イバ ネ テ ィ ク ス を機械,生 物,人 聞 お よび シス テ ムの行 動 を

い か に コ ン トロー ルす るか の 理 論的基 礎 を与 え る もの と して 展 開

す る必 要 が ある 。

1。3行 動 シス テ ム論

(お もな 項 目)

O

O

O

O

行 動 シス テ ムの 定義.

行 動 シ ス テ ム の形 態

シス テ ムに おけ る入 間 お よび機 械 の行 動

人 間 と機械 の結 合 とそ の行動
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。 人 間 と人 間 の結 合 とそ の行 動

O行 動 シ ス テ ムの モデ ル

O行 動 シ ステ ムの 行動

(指 導 上 の 留 意点)

一 般 理論 と して認知 されて い る行動 シス テ ム論 は い まだ存 在 し

て い な い 。科 学 理 論 としての行 動 シス テ ム論 を シ ス テ ム工 学 ・ シ

ス テ ム技 術 へ と よ り具体 的な応 用 面 へ 展開 で き る よ うに,理 論 の

展 開 に具 体 的例 示 を と りあ げ て い く。

2.管 理 技 法

2パ 確 率,統 計

(お もな 項 目)

。 確 率 と分 布

確 率,確 率 事 象,確 率変 数,2項 分 布,ボ ワ ソン分 布,正

規 分 布,af分 布,F分 布,t分 布,平 均 値 と分散

。 推 定 と検 定

統 計 量,最 小2乗 法,区 間 推 定,仮 説 の検 定

o標 本 調 査 法

任 意 抽 出,層 別 抽 出

(指 導 上 の 留意点)

こ こで は統 計 学 の基 礎知 識 とい うこ と よ り も確 率概 念 を 導入

す る こ と に よ って母 集 団 か ら抽 出 さ れ てい る標 本 か らあ る精 度

で い か に もとの母 集 団 を復 元 して い くか とい う考 え方 を理解 さ

せ る。 そ のため には 母 集 団,標 本 とい っ た概 念 を明確 に し,そ

の上 で サ イ コ ロな どの実 験 を通 して確 率概 念,分 布 とい うこ と

を よ く理解 させ る 。

2.2オ ペ レo一シ ョンズ ・リサ ー チ技 法
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(お もな 項 目)

■

▼

O

O

O

O

0.Rの 定 義 と特 質

O.R的 問 題 解 決 法'

目的 の研 究,情 報 の収 集 と解析,モ デ ル化,モ デ ル に よ る

問 題 の解,解 の実 行 可 能 性 の チ ェ ック,実 施

問 題 の 定 式化(標 準 モデ ル)

線 形 計 画 法,割 当問 題,輸 送 モデ ル,ゲ ー ム理論,在 庫 理

論,予 測,そ の他

数量 化

(指 導 上 の 留 意 点)

線 形計 画 法の よ うな と りつ きや す い標 準モデ ル を と りあ げ,こ

れ を 具 体 的 問 題に適 用 してい く過 程 を 示 し てO・R的 な 問 題 解 決 法

を 十 分 に 認 識 させ る。 さ らに い くつ か の理 論 モデ ルの概 要 を学 ぶ

こ とに よ り現実φ 問 題 に各 モ デ ル を応用 す る こ とが 可 能 か ど うか,

また そ れ が で きな け れ ば解 をみ つけ るため に問 題 をい か に定 式化

して い くか とい う感 覚 を養 成 す る。問 題 の と り組 み方 や 解 法 は た

だ 一 つ だ けあ るの で は な いこ と,解 決 の ため には いか に創 意 工夫

が 必 要 で あ るか を 理 解 させ る。 一 般管 理 者 に とっ ては シ ステ ム全

体 の 農道 解 を求 め ね ば な ら ない か ら,部 門 の 堤通解 が か な らず し

も全 体 の是 適 性 に 結 び つか な い こ とを注 意 さ せ,ま た求 め られ た

解 を 実行 性の 面 か ら充 分 チ ェ ック しな い と行 動 シス テ ム の 中に0.

Rの 技 法 を と りいれ て マ ネジ メン トを行 うこ との 有効 性 がな くな

る こ とも関 心 を 払 わ せ る。

お もな参考文 献

(書 籍)

システム関 係
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。 人 間機械 論

確 率統計関 係

O

O

O

O

o

数理統 計学

確率統計演習川(2)

統計入門

統計的決定理論

初等統 計学

OR関 係

ウイナ ー(み す ず 書房)

竹 内 啓(東 洋経 済)

国 沢 清典(培 風 館)

松 下嘉 米 男(岩 波 全書)

L・ ワイ ス(日 本 評 論 社)

ホ ー エ ル(培 風 蝕)

○ オペレーシ ョンズ ・リサ〒チ入 門 チャーチマン

。 オペ レーシ・ンズ ・リサーチ手 法 と例 題 サシー二

〇 経 営 と管 理 の ため の 数 学入 門 近 藤 次郎

(雑 誌)

シ ステ ム関 係

。 オペレーシ・ンズ ・リサーチ 「人 間機械 シ ス}ム 」

43年11月 号～44年1月 号

o数 理 科学 「シ ス テ ム科 学」

44年10月 号

(紀 伊 国屋)

(紀 伊 国屋)

(日 科技連)

松 田正一

松田正一
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●

〔委 員 会活 動 〕

第1回 委 員 会 昭 和45年6月30日

「一 般管 理者 向 け コン ピュー タ教 育 標準 カ リキ ュ ラムの具 体 化 に つ い

て」

Oカ リキ ュ ラム内 容 の検 討

。 カ リキ ュ ラム具 体化 の諸 方 策

第2回 委 員会 昭 和45年10月16日

「一 般 管 理 者向 け コン ピ ュー タ教 育 の ため の テ キス トの作成 方 法 に つ

いて 」

○ カ リキ ュ ラム内容 の検 討

oテ キ ス ト作成 者 の 選 定

第5回 委 員 会 昭 和46年5月16日

「一般 管 理者 向 け 企業 内 コン ピュ ー タ教 育 カ リキ ュ ラムの検 討 」

oカ リキ ュ ラム 内容 の検 討

作業 部 会 の 検 討結 果 の報 告

○ 講 師 用 テ キス トの 作成 方 法

o実 験講 座 の実 施
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〔委 員名簿 〕

委 員 長

副委 員長

委 員

大 野 達 男

石 原 善太郎

額 田 厳

浅 川 桂 一

新 井 進

生 田 努

石 崎 純 夫

今 村 茂 雄

後 藤 榛 男

鈴 木 毅

永 野 元 義

西 村 真一郎

本 林 理 郎

米 口 肇

(50音 順 ・敬 称 略)

㈱ 野村 電 子 計 算 セ ンタ ー ・副 社 長
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教育実習用コンピュー タのコンパイ ラ開 発

本 協 会 で は.昭 和44年 度 以 来,コ ン ピュー タに 関 す る教 育 問 題 研 究委員

会 を設 け活 動 を 進 め て きた が.そ の一環 として,高 等学 校 等 に お け る コン ピ

ュー タ教 育 の効 率 向上 を 目的 と して,直 接 コンパ イル,ア ン ド ・ゴー の可 能

な コ ア常 駐 の教 育 用FORTRANコ ンパ イラの 開発 を,昭 和45年 度 の事 業

と して取 り上 げ る こ と とな っ た。

これ は最 近.高 専 や 高校 等 を 中心 に教 育実 習用 と して,ミ ニ ・コ ン ピュー

タ導 入 の気 運 が 高 ま りつ つ あ るが,コ ア に常 駐 す る コ ンパ イ ラが開 発 さ れ て

い な い 現状 の ま Σで これ らの機 器 を導 入 して も.処 理能 力 の面 か ら教 育実 習

用 に は所 期 の成 果 を期 待 しえ な い とい う認 識 か ら本 テー マを採 用す る こ とと

した もの で あ る。

昭 和45年 度 に おけ る実 施 経過 は下 記 の通bで あ るが.コ ンパ イ ラの開 発

方法 と して は コ ン クール 方 式 を と る こ ととな り,目 下 コ ンクー ル を実 施 中 で

あ るe・
イ

◎ 教 育 実 習用FORTRANコ ンパ イラ開 発実施 経過

(1)5月25日,第1回 教 育 問 題 常 任 委 員 会(委 員 長 北 川 敏 男氏)にk・

い て,「 高 等 学校 にtsけ る教 育実 習用 コ ン ピ ュー タ のFORTRANコ ンパ

イ ラ開 発 」 を,昭 和45年 度 の委員 会 事 業 の一 つ として取b上 げ るこ と

に決 定 した。 教 育実 習 用 コ ン ピュー タと して は.ミ ニ ・コ ン ピ ュー タを

想 定 し,開 発 の具 体 化 につ い ては,学 校 教育 問 題 部会(部 会 長 森 口繁

一 氏)で 検 討 す る こ と とな った
。

{2,7月1日.第1回 学 校 教 育問 題 部会 を開催 し.教 育 実 習 用 コ ン ピュ ー

タの コ ンパ イ ラ開発 を 如何 に具 体 化 す るか につ い て審議 した 結 果.コ ン

パ イラ開発 の コ ンテ ス トを行 うこ と とな った 。

応募 対 象 は.教 育実 習用 コン ピュー タの コンパ イラ開発 に熱 意 を有 す る

もので あれ は,専 門 家,非 専 門 家 の別 を問 わず 参 加 を認 め る こ とと した。
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(3,7月17日,第2回 部 会 を開催 し,コ ンパ イ ラ開発 コ ンク ー ル実 施 要

項(案)に つ き検 討 を行 な っ た。

(4)8月26日.部 会 委 員 の 他 に,国 産 の ミニ ・コン ピ ュー タ ・メー カ各

社 の 出 席 を得 て・ 本 コン ク ール に関 す る メー カ各社 の協 力 を要 請 す る と

ともに.コ ンパ イラ開発 コ ン クー ル の実 施 に関 す る具 体 的 細 目の 検 討 を

行 な った。

【5)9月28日,教 育 実 習 用 コン ピュー タの コンパ イラ開 発 コン ク ール審

査 準備 委 員 会 を 設置 し,メ ー カ9社 の協 力 を得 て実 施 要 項'実 施 日程,

公示 の方法 等 を決 定 した 。

この委 員 会 で 決定 を み た 実施 要 項(別 紙1).実 施 日程(別 紙2)に も

とつ い て11月 に公募 を 開 始 しだ。

{6)12月12日 公募 を 締 切9。 同 月t6日 第一 次 審査 委 員 会 を開 催 し,

書 類 審 査 お よび 使 用 機 種 の 割 当 を行 な った。応 募 状況 お よび 第 一 次 審 査

の結 果 は次 頁 表 †の通 りで あ る。

(7)2月3日.第2回 審査 委 員 会 を 開催 し,第 二 次審 査 の審 査 方 針 お よび

審査 方法 等 につ き検 討 を行 な った。

(8}今 後 の実施 予 定 は後 記 実 施 日程 の 通 りで,46年10月 に最 終 審 査 を

'完 了 す る方針 で
。作 業 を す 〉め てい る。

`
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表1

応 募 状 況 第1次 審 査 結 果 、
機 種 型

借 用 自分で調達 借 用 自分で調達

OKLTAC-4300 1件 .5件 1件 5件

CEC555-4 1 一 2
一

TOSBAC-40 4 1 5 1

NEAC--M4 5 2 5 3

HLTAC-10 13 16 5 17

●

FACOM-R 8 3 5 4

MACC-7/S 2 2 .,3 2・

MGP-21 2 1

'

2 1 十

JEC-6 一
2

一 ・2

RTC-8 一 .2 一

1 2 ～

T-70 一 1 ぺ ∴ 一 1

DDP-316 一 .1 一
当 1

未 定 3 1 一 1

計 39件 37件 28件 40件

合 計 76件, ∴68件 ∫、

,,←

-
戊.・ 二 二'(

～

(〆 」

1×!・
ト

'(〉{'

●

イ

1
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.(別 紙1)

教 育 実 習 用 コ ン ピ ュ ー タ の コ ン パ イ ラ

開 発 コ ン ク ー ル 実 施 要 項

昭 和45年10月

〔 目 的 〕

電子 計 算 機 の コアに 常駐 す るFORTRANコ ンパ イ ラの開 発 に関す る コ

ンク ール を実 施 す るこ とに よ り,常 駐 コン パ イ ラの 必要 性 に対 す る社 会 の

認 識 を 高 め る と と もに,学 校 に お け る コ ン ピ ュー タ教 育 の 推 進 に寄 与 す る

こ とを 目的 とす る。

●

〔標 準 仕 様 〕

4Kワ ー ド(1ワ ー ド16ピ ヅ ト換 算)程 度 以 内 の ミa・ コ ン ピュー

タを使 用 し,そ の コア ・メモ リの一 部 に コ ンパ イ ラを常駐 さ せ、、残 りの 部

分 佼 目的 プ ロ グ ラ ムを作 り出 して,コ ン パ イル ・ア ン ド ・ゴー を行 な うこ

との 出来 るFORTRANコ ンパ イ ラを開 発 す る。

従 って.FORTRANのJIS規 格 の趣 旨 を尊 重 す るこ とは望2し い が,

そ の特 定 の 水準 に は捉 わ れず,将 来 あ るべ き高 等 学 校(商 業 高校,工 業 高

校 を含 む)等 の 教 科 内容 に よ く適 合 す る よ うな コ ンパ イラで.か つ,処 理

時 間 の短 い もの が望 まれ る。

〔応募 資格 〕

(1)教 育 実 習 用 コンパ イ ラの開 発 に熱 意 と実 力 を有 す る者 は すべ て 参加

で き る。(メ ー カ.ユ ー ザ.専 門 家,非 専 門 家 の別 は問 わ ない Φ)

② メー カの応 募 者 が,他 の メー カの機 種 に応 募 した場 合.第1次 審査

の段 階 で そ の可 否 を検 討 す る。

(3)個 人 の応 募 に限 定 せず,グ ル ー プ の応 募 も認 め る。

㈲ コ ンパ イ ラ開発 過 程 で の 個人 の グル ー プ化 お よび グル ー プの統 合 を

・Ll64一
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認 め る。

亀

〔応 募方 法 〕

●応募 期間

玲 申込用紙

請 求 先

● 申込 先

昭 和45年10月20日 よ り同 年12月12日 ま で 。

獣 財 経常情鞭 発協会
東 京 都 千代 田区霞 ケ関3-2-5

霞 ケ関 ビル30階 〒100

(電 話 東京58t"-640t)

同 上

(審 査 ▲

コンクールの審査 につ いては.専 門審査委員会 を設けて これ に当 るe審

査 は次の三 段階 とす る。だだ し.計 算機 を応募 者 自らが調達す る場 合 には.

1次 お よび2次 審査 は行 なわ ない。

{1)¶ 次審査(書 類審査)

書類審査 を行 ない.メ ーカ提供 の計算機使用可能 定員以 内に応募者

を限定 す る。

②2次 審査(中 間 審査 》

コンパ イラ開発の 中間段階(機 械 使用時間約10時 間後または約2

ヵ月後 の うちの早い方)で.開 発 可能性 の有無 を審査す る。

{3)3次 審査(最 終審査)

開発 成果 を最終的に審査す る。

〔 賞9

優 秀 な もの につ い ては.賞 状 お よび 賞金 を授与 す る。

そ の う ち最 優 秀 賞 は100万 円 とす る。

一165-一
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(開 発 に関 す る条 件 〕

○ 使用 計 算機

コ ンパ イラ開発 に際 し使 用 す る計 算 機 は 国産 の ミニ ・コ ン ピュ ー タお

よび ミニbコ ン ピュー タ相 当 の もの とす る。"一

計 算機 を確保 す る方 法 と し て次 の2通bの 方法 が あ る。'

川 応 募 者 自らが計 算 機 を確 保 す る。

(こ の場 合 に はt次toよ び2次 審 査 は 行 なわ ない)

② メー カの協 力 を得 て計 算 機 を借 用 す る。 そ の 際.応 募 者機 械 提供 者

は お互 い に 良識 を もって 使 用 計 画,使 用 に関 す る諸 負担 等 につ き取 り

き めを行 な うこ と。

(こ の場 合 に は1次.2次 お よび5次 審 査 を行 な う)

四P

昌
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o計 算機 を提 供 す る メー カお よび 計 算 機 は 次 の通bで あ る。(50音 順) 喝

》

ン

番号 会 社 名 機 種 型 記憶 容量 所 在 地
連 絡 先

電 話 担 当

1 ア イ 電 子 測 器 株 式 会 社 AICOM・C-4 4KW×12ビ ッ ト
ア イ電子測器(株)内

府 中市白糸台2丁 目

0,423-

…

(63)4611
プ ロ グ ラ ム課

2 沖 電 気 工 業 株 式 会 社 OKITAC-4300 4KWx16ビ ッ ト
沖 電 気工 業(株)・ ソ フ トウェ ア事 業 部

港 区芝 浦4-10-12

(452)45口`

内 線2446

開発第三 グル ープ

和久 田

3 CEC中 央 電 子 株 式会 社 CEC555-4 4KWx12ビ ッ ト
CEC中 央電子(株)内

二

八王子市元本郷 町21

0426-

.・i

(23)12口

計算機研究室

奥 山

4 東 京 芝浦 電気株 式会社 TOSBAC-40 8Kバ イ ト=64Kビ ッ ト
東京芝浦電気(株)・ 東京 セ ンター

港 区芝西久保桜 川町

(580)7111`
内 線2180

数 理 シ ス テ ム諌
み ぶか

身 深

5 日 本 電 気 株 式 会 社 NEAC-M4 8KW×8ビ ッ ト

日本 電気(株)・ 電子 計 算 セ ン ター

東 京:港 区芝5-7-15

大 阪:大 阪 市 東 区北 浜5-22
新住 友 ビル2階

(453)5511

内 線4495

産業 オ ー トメー シ 習ン事 業 部

営業 技 術 課 坂 口

6 株 式 会 社 日 立 製 作 所 HITAC-10 4KWx16ビ ッ ト
水 道橋西 口会館 内

千代 田区三崎町2-20

(270)2111

内 線3527
ア プ リケ ー シ ョン シ ス テ ム 部

7 富 士 通 株 式 会 社 FACOM-R 4KW× り6ビ ッ ト
富士 通 コ ン ピュ ー タシ ョー ル ー ム

千代 田区 丸 の 内2-6-1
古 河 総 合 ビル1階

(216)3211
文教営 業部 業務課

桑原,佐 藤

8 松 下 通信工業株 式会 社 MACC-7/S 4KWx16ビ ッ ト
松下 通信工業(株)内

横 浜市港北区綱 島町880

045-
.・

(551)1231

制御 部 ・方式 開発課

三 浦

9 三 菱 プ レシ ジ ヨソ株 式会 社 MGP-21 4KW×32ビ ッ ト※

三菱 プ レシ ジ ・ン(株)・ 計 算 セ ン ター

千 代 田区丸 の 内2-12
三菱 電機 ビル7階

(1218)2474

＼
,

営業第三課

山 崎

※ 記 憶 装 置 はDiscで,容 量 は8Kワ ー ド相 当で あ るが,1命 令 が52ビ ッ トにわ た るの で,実 質 的 に は4Kワ ー ド相 当で あ る。
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o使 用 可 能 定 数 お よび時 間数

1機 穏 当b使 用 割 当 数(個 人 また は グル ー プの数)は5以 内 と し.

そ の割 当 の調 整 は 応募 者 の希 望 に も とづ き専 門審 査 委員 会 が行 な ち。

1人(ま た はtグ ル ー プ)当bメ ー カの提 供 時 間 は約100時 間(た

だ しP.T.Rcつ き。本 体 の使 用 時 間 のみ と し.オ フラ イ ン機 器 の 使 用

時 間 は 含 ま ない)と す る。

tた.1人(ま た は1グ ル ー プ)当bの 月間使 用 時 間 は がぴ時間 以

内 とす る。

O計 算 機 使 用場 所,使 用予 定 時 間

計 算機 を 使 用 す る場所 お よび使 用 予 定時 間等 につ い て舷.機 械提 供

者 と応募 者 との 交渉 に ま かせ る。

● 消耗 品

消耗 品 につ い ては.原 則 と しで計 算 機 提 供時 間 内は機 械提 供 者 の 負

担 とす る。

○ メー カ の技 術 的援 助

{t),② を通 じ て使 用機 の メー カの あ る程 度 の技 術 的 援 助は認 め る。

〔開 発 成 果 の取 扱 い 〕

完 成 した コ ンパ イラの外 部 仕様 とそ の 性 能 は公 知 公 用 の知 識 としeロ ン

パ ィ ラの中 味(コ ー デ ィ ン グ)に つ い ては 開発 者 に所 有 権 が あ る もの とす

る。

開発 した コ ン パ イラの取 得 につ い て は,当 該 コ ンパ イラの 開発 に専 ら機 械

を提 供 した メー カに 第1次 交渉 権が あ る もの とす る。

交 渉 は,メ ー カ と本 人 との 直 接 交 渉 に ま かせ る.

〔基 本 的態 度 〕

この コン クー ル は ・ あ くまで そ の 成果 が社 会的 に役 立つ こ とを狙 い とす
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る もので あ るか ら,応 募 者 と機 械 提 供 者 との 間 の折 衝 は,お 互 い に紳 士 的

に,良 識 を も って行 な う もの とす る。
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(別 紙2)

45年

10月 初

11月 末

12月 初

12月 半

46年

2月10日

4月10日

4月 半

9月 末

10月 初

11月 半

t1月 末

実 施

公 示(公 募 開始)

応募 締 切

1次 審査

コ ン クー・ル 開 始

機械時間提供開始

中間成果の提出締切

2次 審査

最終成果の提出締切

最終審査

審査結果の発表

授 賞 式

日 ・程
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